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写真上段　大宇陀区松山地区（左）と本町通り（右）
下段　室生山上公園芸術の森内の太陽の塔（左）と第１湖（右）



広報うだ　 ２

松
山
地
区
は
、
大
和
盆
地

の
東
に
位
置
す
る
宇
陀
山
地

の
丘
陵
と
河
谷
地
形
の
中
に

あ
り
ま
す
。
古
城
山
の
西
側

と
一
級
河
川
宇
陀
川
の
間
に

展
開
し
、
約
17
㌶
の
町
並
み

が
重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

松
山
地
区
は
二
本
の
南
北

通
り
と
東
西
通
り
で
構
成
さ

れ
、
カ
ー
ブ
を
描
い
て
伸
び

る
道
と
せ
せ
ら
ぎ
、
伝
統
的

な
町
家
群
、
宇
陀
川
に
架
か

る
橋
や
高
台
か
ら
の
眺
望
、

背
後
に
見
え
る
山
々
と
調
和

し
た
景
観
な
ど
、
様
々
な
場

所
で
魅
力
的
な
景
色
に
出
会

え
ま
す
。

松
山
地
区
は
秋
山
氏
が
築

い
た
城
下
町
か
ら
始
ま
り
、

近
世
初
頭
に
豊
臣
家
の
家
臣

が
拡
大
整
備
を
し
た
と
き
の

町
割
り
を
骨
格
と
し
、
織
田

松
山
地
区
は
、
住
民
が
来

訪
者
と
の
交
流
の
中
で
、
自

分
た
ち
が
暮
ら
す
町
並
み
の

価
値
に
気
付
い
た
こ
と
か
ら

保
存
の
動
き
が
始
ま
り
ま
し

た
。平

成
11
年
か
ら
12
年
度
ま

で
保
存
対
策
調
査
を
行
い
、

平
成
16
年
に
保
存
条
例
を
制

定
、
翌
平
成
17
年
に
は
、
保

存
地
区
の
内
容
を
具
体
的
に

決
め
る
伝
建
審
議
会
を
実
施

松
山
地
区
は
、
近
世
か
ら

昭
和
前
期
ま
で
に
建
て
ら
れ

た
町
家
を
は
じ
め
土
蔵
や
寺

社
な
ど
の
建
築
物
、
石
垣
や

水
路
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て

歴
史
的
風
致
を
今
日
に
よ
く

伝
え
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
選
定
基
準
（
一
）
伝
統

的
建
造
物
群
が
全
体
と
し
て

意
匠
的
に
優
秀
な
も
の
に
該

当
す
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
で
は
平
成
５
年
に
選

定
さ
れ
た
橿
原
市
今
井
町
に

続
い
て
二
番
目
の
重
伝
建
地

区
と
な
り
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月

の
都
市
計
画
決
定
と
保
存
計

画
の
告
示
、
町
村
合
併
後
の

選
定
の
申
し
出
を
経
て
今
回

の
答
申
に
至
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

地
区
の
沿
革
と
特
性

江
戸
か
ら
昭
和
初
期
の
商
家
町
の
面
影
を
残
す
大
宇
陀
区
の
歴
史
的

町
並
み
が
、
４
月
21
日
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
の
答
申
に
て
、
国
の
重※

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
保
護
に
努
め
る
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区(

伝
建
地
区)

の
中
で
、
特
に
優
れ
た
町
並
み
を
文
化

財
と
し
て
国
が
認
め
、
選
ん
だ
地
区
の
こ
と
。



３　広報うだ　２００６.６

ゆるやかなカーブを描く道 町並みの境界線、宇陀川意匠の優れた町並みが並ぶ

松
山
藩
、
幕
府
直
轄
領
と
な

っ
た
後
、
宇
陀
郡
役
所
が
置

か
れ
、
宇
陀
郡
の
中
心
地
、

商
家
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

近
世
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
の
歴
史
的
資
産
が
数
多
く

残
り
、
愛
宕
講

あ
た
ご
こ
う

・
地
蔵
盆
な

ど
の
伝
統
行
事
も
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
約
８
０
０

人
の
方
が
こ
の
地
区
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
町
並
み
を
構
成
す

る
も
の
と
し
て
特
定
し
た
伝

統
的
建
造
物
は
、
民
家
・
寺

社
な
ど
建
築
物
１
２
８
件
、

石
垣
・
鳥
居
な
ど
工
作
物
88

件
、
水
路
・
樹
木
な
ど
環
境

物
件
28
件
で
す
。

当
事
業
で
は
、
住
民
が
行

う
工
事
に
対
し
て
補
助
す
る

間
接
補
助
事
業
で
あ
り
、
歴

史
的
町
並
み
に
相
応

ふ

さ

わ

し
い
環

境
整
備
や
地
区
内
の
総
合
防

災
計
画
の
策
定
、
防
災
施
設

整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
左
の
図
の
伝
建
地

区
内
で
は
、
外
観
が
変
わ
る

建
築
行
為
等
が
許
可
制
に
な

り
、
許
可
基
準
と
補
助
基
準

（
修
理
・
修
景
基
準
）
を
設
け

て
町
並
み
の
景
観
を
維
持
し

な
が
ら
、
伝
統
的
建
造
物
の

修
理
と
伝
統
的
建
造
物
以
外

の
建
物
の
修
景
を
支
援
し
、

時
間
を
か
け
て
町
並
み
の
景

観
を
回
復
し
ま
す
。

上
の
図
は
外
観
変
更
手
続

き
を
示
し
た
も
の
で
す
。
工

事
前
に
変
更
内
容
を
把
握
し
、

伝
統
的
な
建
物
は
軸
組
み
と

外
観
、
そ
れ
以
外
の
建
物
は

外
観
が
基
準
に
合
致
し
て
い

る
か
を
確
認
し
ま
す
。
内
部

空
間
に
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
事
業
で
は
主
に
ハ
ー
ド

面
で
の
整
備
を
行
い
ま
す
が
、

町
並
み
を
活
用
し
充
実
さ
せ

る
に
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

市
民
・
行
政
が
協
働
で
魅
力

的
な
町
並
み
を
築
く
た
め
に
、

今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
前
相
談 

現
状
変
更
許
可 

工
事
着
工 

工
事
完
了
届 

補
助
金
交
付
申
請 

交
付
額
決
定 

実
績
報
告 

補
助
金
交
付 

ま
ち
な
み
保
存
整
備
事
業

の
内
容

事
業
に
関
し
て
の
詳
細

は
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
1
87
‐
２
２
７
４
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

文 大宇陀中学校

文 大宇陀小学校

重 伝 建 地 区

◆
外
観
変
更
手
続
き
◆



こ
の
公
園
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ

ン
氏
の
「
自
然
を
使
っ
て
第

二
の
自
然
を
つ
く
る
」
と
い

う
概
念
の
も
と
、
も
と
も
と

こ
の
場
所
に
あ
っ
た
自
然
や

環
境
を
壊
さ
ず
、
森
や
草
な

ど
を
最
大
限
活
用
し
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昔
こ
の
場
所
に
あ

っ
た
、
日
本
の
原
風
景
と
も

い
え
る
棚
田
も
再
現
し
て
お

り
、
人
々
に
と
っ
て
懐
か
し

い
風
景
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

自
然
や
環
境
を
壊
さ
な
い

整
備
が
さ
れ
て
い
ま
す

６月１日開園

四季の変化と土地の記憶“棚田”

広報うだ　 ４

開園にあわせて、彫刻家ダニ・カラヴァン氏
から、公園に寄せるメッセージが寄せられまし
たので、紹介します。
★メッセージ★ ～山上公園に寄せる想い～
初めて室生村を訪れたとき、私は室生寺をは

じめとする千余年の歴史遺産と豊かな自然と里
山の風景に心を奪われました。さらにこの地は
私の親友であった故・井上武吉（室生区出身の
彫刻家）のふるさとであり、村の風景をこよな
く愛しながら作品を創っていた、彼の足跡をた
どっているような想いにかられました。そして、
「室生寺が長年にわたり地域を豊かに育んでく
れたように、地域を文化芸術で活性化したい、
現代が未来へ伝えられる文化遺産を創り出した
い」という依頼に感動しました。

公園の敷地は、地すべり対策事業地で、その
ための土木的に必要なことは１００パーセント
尊重し、その上で周囲の環境と調和したアート
空間を創り出そうと考えました。自然は人々の
豊かな揺籃

ようらん

であると同時に、時には災害をもた
らすものです。そこで、このプロジェクトは多
くの人々の協働により、どうしたら自然と人間
が共存して豊かな空間が創り出せるかというこ
とを問いかける例のない試みとなりました。
南側から森の間を抜けると、大きな第１湖が

見えてきます。これは、もともとの水田地形を
そのまま活かしたもので、湖には３つの島が浮
かび、一つは鳥が集う島、テントや家のような
かたちの休息の島、様々な催しが楽しめるステ

ージの島です。そして湖を取り囲む半円形の観
覧席。これらも土地に根差した色になるよう考
慮して創られています。

湖を下ると棚田が見えます。場所の記憶、そ
こにあった人々の営みを表現するため小さな棚
田を復元しています。実際に耕作され、農業の
四季の移り変わりが見られるでしょう。また洪
水時に備えるバイパス水路があります。これも
地形に沿ってまるで龍のような美しいカーブと
なっています。そして第２湖が見えてきます。
第２湖は第１湖と異なり、円形をしており、そ
の中央を太陽の道と呼ばれる、北緯３４度３２
分の東西の軸線が通ります。この軸線は、伊勢、
室生寺、長谷寺、箸墓古墳など古来より重要な
拠点が置かれてきた場所をつなぎ、太陽信仰と
も関係があるともいわれています。新たに創り
出されたこの空間はこの軸によって室生寺をは
じめとする歴史と結びつけられ、また、天文学
的な宇宙の営みとの関係を表現しています。

この後にも、らせんの水路や竹林、波形の土
盛など皆さんは次々にこの場所の環境を体験す
る装置を発見することになります。何か空間の
交響楽のような変化に次々と出会うことになる
わけです。このような空間を実際に身体で五感
を使ってそれぞれの方法で感じてほしい、季節
や時間の移り変わりを心ゆくまで味わってほし
いと願っています。

室生山上公園芸術の森
この公園は、室生区にて文化芸術の理想郷を目

指したアートアルカディア計画のシンボル事業と
して、平成13年度より整備を進めてきたものです。
地すべり対策後の跡地を活用し、公共事業に芸術

を融合させた、これまでに類例のないものです。
芸術の森の名のとおり、公園全体が風景彫刻と

して造形されており、現在から未来へ伝えられる
文化遺産を目指して整備された芸術公園です。



北緯34度32分の軸線上「太陽の道」に建つ太陽の塔

針IC 小倉IC

国道１６５号線 

名阪国道 

県
道
　
号
線 

や
ま
な
み
ロ
ー
ド 

２８ 
室生山上公園芸術の森 

室生寺 

至
名
張 

至
桜
井 

榛原 
三本松 

室生口 
大野 

◎
開
園
時
間

【
４
月
〜
10
月
】

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
３
・
11
・
12
月
】

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
入
園
は
開
園
の
30
分
前
ま
で
で
す
。

◎
休
園
日

毎
週
火
曜
日
及
び
12
月
29
日
〜
２
月
末

日
ま
で

※
天
候
に
よ
り
臨
時
休
園
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
観
覧
料

大
人
４
０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

※
学
生
証
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

◆
室
生
地
域
事
務
所
　
ア
ー
ト
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
推
進
室

1
92
‐
２
０
０
１

5
92
‐
３
５
７
３

◆
室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森

1
93
‐
４
７
３
０

5
93
‐
４
７
３
１

【
整
備
概
要
】

公
園
名

室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森

所
在
地

宇
陀
市
室
生
区
室
生
１
８
１

番
地

事
業
名

特
定
地
区
公
園
整
備
事
業

（
山
上
公
園
整
備
事
業
）

事
業
年
度

平
成
13
〜
17
年
度

総
事
業
費

約
16
億
４
千
万
円

整
備
面
積

７
・
８
©

整
備
内
容

●
奈
良
県
　
地
す
べ
り
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
池
や
水
路

等
の
整
備
　
●
旧
室
生
村
　
公
園
施

設
等
を
整
備

心地よい光と風景を楽しむ施設棟 公園のコンセプトを伝えるビジターセンタードームツリーから流れるらせんの水路

神秘的な雰囲気を感じさせる第１湖。小鳥のさえずる声や木々
のゆらめきなど、自然を感じることができます。

施
設
の
利
用
案
内

カ
ラ
ヴ
ァ
ン
氏
の
想
い
の

も
と
整
備
さ
れ
た
こ
の
公
園

は
、
公
共
事
業
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
た
文
化
遺
産
と
し
て
、

後
世
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き

る
施
設
と
し
て
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
室
生
寺
と
は
、「
太※

陽
の
道
」
と
い
う
見
え
な
い

道
で
結
ば
れ
て
お
り
、
新
し

い
癒
し
の
場
、
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
五
感
で
も
っ

て
自
然
と
向
き
合
い
、
自
然

”心
の
拠よ

り

り
ど
こ
ろ
“
と

し
て
愛
さ
れ
る
公
園
に

光のラインが時間の移り変わりを表現する

５　広報うだ　２００６.６

に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
家
の
小
川
光
三
さ
ん
が
命
名
さ

れ
た
、「
太
陽
の
道
」
と
い
う
北
緯
34

度
32
分
の
軸
線
の
こ
と
。

【交通】室生口大野駅よりバス20分、室
生寺前下車。徒歩１d。



当
病
院
は
、
7
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
（
※
１
）
が
実
施
す

る
病
院
機
能
評
価
（
※
２
）
を
受

審
し
た
結
果
、
適
切
な
医
療
を
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
病

院
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
評
価
基

準
を
満
た
し
た
優
良
病
院
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
認

定
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。平

成
16
年
4
月
に
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
に
対
し
、
当
病
院
の

機
能
評
価
受
審
を
申
請
し
、
以
後

病
院
機
能
評
価
受
審
対
策
委
員
会

を
設
置
す
る
な
ど
、
そ
の
受
審
準

備
を
行
い
、
翌
平
成
17
年
4
月
11

日
か
ら
13
日
ま
で
病
院
機
能
評
価

の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
病
院
は
、
病
院

機
能
評
価
に
よ
る
客
観
的
評
価
に

お
い
て
優
良
病
院
と
し
て
認
定
さ

れ
、
こ
の
た
び
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

信頼される病院づくりに向けて

宇陀市長
前　田　禎　郎

当病院は、本市はじめ近隣市町村の地域医療
の拠点として、質の高い医療を提供すべき信頼
される病院づくりに取り組んでいるところであ
ります。
このため、当病院では、去年4月に病院機能

評価を受審し、利用者に適切な医療を安心して
受診できる病院であるかどうかを第三者評価し
ていただいたところ、今年4月24日に評価基準
を満たした優良病院である認定をいただきまし
た。
この評価基準では、「病院組織の運営と地域

の役割」、「患者の権利と安全確保」など6つの
領域、総数５７７に及ぶ評価項目に基づき評価
されたものです。
このように当病院では、職員一丸となって積

極的に病院運営の改善に取り組んでいるところ
であり、このたびの認定は、奈良県内の公立病
院では2番目の認定となりました。
当病院では、この認定を契機として、病院経

営の健全化への取り組みを目指し、更に医療サ
ービスの向上と安全で質の高い医療を提供でき
る利用者の信頼と期待に応えられる病院づくり
に全力で取り組んでまいります。

病院機能評価の認定を受けて

宇陀市立病院長　
林　　需　

病院機能評価は、厚生労働省の提示している
21世紀の医療提供の姿の中で普及が求められ、
そして一定の水準の機能を有している病院の判
断基準とされています。
当院は、（財）日本医療機能評価機構から認定病
院として指定されることの重要性を自覚し、平
成16年4月9日に病院機能評価受審対策委員会を
立ち上げました。そして全職員で共通意識を持
って取り組めたことは、大きな成果でした。
医療の標準化を目指すということが、今では

私を含め全職員の意識改革と病院の改善につな
がっていることを実感しています。
21世紀になって病院を取り巻く社会環境は、

非常に厳しいものとなっています。このため私
たちが目指すべき医療とは、患者さんが満足で
きる医療であり、また安心できる医療、そして
患者さんに選ばれる医療でなくてはなりません。
病院機能評価の認定を受けた今、この病院は、
あなたが病気になったら受診しても信頼できる
病院ですよ、安心して受診してもよい病院です
よと職員皆が自信を持って言えるお墨付きを得
たと思っています。
これからも、さらに優しさ･思いやり･ぬくも

りの心を持ち続けて市民が安心して暮らせ、心
の支えとなる病院になれるように安全で良質な
医療に取り組んでいきたいと思います。

※
１
7
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
・・・医
療

機
関
の
機
能
を
学
術
的
観
点
か
ら
中
立
的
な

立
場
で
評
価
す
る
第
三
者
機
関
（
厚
生
労
働

省
・
日
本
医
師
会
・
日
本
看
護
協
会
・
日
本

薬
剤
師
協
会
な
ど
が
出
資
し
て
設
立
し
た
財

団
法
人
）
で
あ
る
。

※
２
病
院
機
能
評
価
・・・病
院
を
ラ
ン
ク
付

け
す
る
よ
う
な
評
価
で
は
な
く
、
病
院
に
必

要
な
機
能
を
一
定
基
準
満
た
し
て
い
る
か
否

か
を
第
三
者
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

の
質
及
び
地
域
住
民
の
信
頼
を
高
め
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
あ
る
。

機
能
評
価
受
審
の
経
緯
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○理念及び基本方針が確立され、周知徹底されてい
る。
○病院の地域における役割と将来計画が明らかにさ
れている。
○病院組織の運営が適切に計画的になされている。
○情報管理機能が整備されている。
○職員の教育研修、医療サービスの改善活動がなさ
れている。
○地域の保健・医療・福祉施設などとの連携・協力
がなされている。

○患者の権利の尊重と医療者とのパートナーシッ
プが確立されている。
○説明と同意を行う体制が確立されている。
○患者の安全確保のための体制が確立されてい
る。
○医療事故への体制、院内感染管理が適切になさ
れている。

○接遇、案内に配慮されている。
○患者、家族の意見が尊重され、相談体制が確立し
ている。
○患者の利便性に配慮され、バリアフリーが確立さ
れている。
○プライバシーに配慮され、快適な療養環境が確保
されている。
○災害時の対応体制が整っている。

○診療組織と運営体制が整備されている。
○各部門ごとの体制が整備されている。（臨床検
査部門ほか10部門）
○医師の人事管理と研修が適切になされている。
○診療の責任体制が整備されている。
○薬剤投与、手術、麻酔管理が適切である。
○栄養管理と食事指導が適切である。
○診療の質の保証がなされている。

○看護部門の組織が確立されている。
○看護の実践と責任体制が確立されている。
○看護活動の計画的対応が図られている。
○検査、投薬への看護の関わりが適切に行われてい
る。
○栄養管理と食事指導が適切である。
○看護ケアの評価と質向上への努力がなされてい
る。

○人事管理体制が整備されている。
○職員の労働安全衛生に取り組んでいる。
○財務、経営管理が適正になされている。
○施設、設備管理が適切になされている。
○業務委託が適切に行われている。

病
院
の
機
能
評
価
に
よ

り
認
定
を
受
け
る
と
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

1

病
院
自
ら
の
位
置
づ
け

を
客
観
的
に
把
握
で
き
、

改
善
す
べ
き
目
標
に
向

け
て
具
体
的
・
現
実
的

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

2

幅
広
い
視
点
と
蓄
積
さ

れ
た
情
報
に
よ
り
、
病

院
に
つ
い
て
具
体
的
な

改
善
方
策
の
相
談
・
助

言
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

3

地
域
住
民
、
患
者
、
就

職
を
希
望
す
る
人
材
、

連
携
し
よ
う
と
す
る
他

の
医
療
機
関
へ
の
提
供

情
報
の
内
容
が
保
証
さ

れ
ま
す
。

4

患
者
が
安
心
し
て
受
診

で
き
る
病
院
と
し
て
地

域
に
お
け
る
医
療
の
信

頼
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
病
院
で
は
、
今
後
と
も

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼

さ
れ
る
地
域
医
療
を
目
指

し
、
良
質
で
安
心
で
き
る
医

療
の
提
供
に
向
け
て
一
層
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

評価基準とされた項目と評価内容

病院組織の運営と地域の役割 患者の権利と安全確保

診療環境と患者サービス 診療の質の確保

看護の適切な提供 病院運営管理の合理性

７　広報うだ　 ２００６．６
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第
２
回
臨
時
議
会

議
長
に
小
林
一
三
氏
、
副
議
長
に
中
山
一
夫
氏

小林一三議長

中山一夫副議長

就
任
ご
挨
拶

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節

と
な
り
、
皆
さ
ま
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
宇
陀
市
議
会

議
員
の
一
般
選
挙
後
の
臨
時

議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
は

か
ら
ず
も
私
ど
も
が
議
長
並

び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
上
な
く
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
考
え
ま
す
と
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
職
責
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
政

進
展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
宇
陀
市
が
ス
タ
ー

ト
し
て
５
カ
月
が
経
過
し
、

い
よ
い
よ
本
格
稼
動
す
る
大

変
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
と

も
に
、
国
、
地
方
と
も
更
な

る
大
き
な
改
革
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
激
動
す
る

大
変
革
期
に
、
市
民
が
享
有

す
る
地
域
の
歴
史
･
文
化
や
、

古
く
か
ら
守
り
育
て
て
き
た

資
産
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い

く
と
と
も
に
、
活
力
と
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
こ
れ

か
ら
の
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
も
、
今
回
の
選
挙

で
22
名
の
議
員
構
成
と
な
り
、

三
万
九
千
人
の
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
緊
張
の
中

に
も
活
発
な
議
会
活
動
を
展

開
し
、
合
併
し
て
良
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

執
行
機
関
と
協
力
し
、
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

方
に
は
、
市
議
会
へ
の
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

助
役
に
森
田
　
博
氏森田　博助役

就
任
ご
挨
拶

「
目
に
青
葉
　
山
ホ
ト
ト

ギ
ス
　
初
鰹
」
と
い
う
言
葉

の
と
お
り
、
新
緑
の
映
え
る

す
が
す
が
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
方

に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
は
か
ら

ず
も
去
る
５
月
15
日
宇
陀
市

臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

助
役
の
選
任
同
意
を
受
け
、

翌
16
日
、
市
長
の
選
任
辞
令

を
い
た
だ
き
宇
陀
市
助
役
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

何
分
に
も
浅
学
非
才
な
私

に
と
り
ま
し
て
、
助
役
の
重

責
を
痛
感
し
身
の
引
き
し
ま

る
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

宇
陀
市
が
誕
生
し
早
や
５

カ
月
余
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新

市
の
出
発
と
い
う
こ
と
で
多

く
の
行
政
課
題
等
が
多
々
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
現

在
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
厳
し
い
環
境
の
な
か
、
市

長
の
補
佐
役
と
し
て
微
力
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

特
に
、
市
長
が
皆
さ
ま
方

に
公
約
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

市
民
病
院
の
整
備
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
行

財
政
改
革
の
推
進
を
は
じ
め

と
し
て
、
福
祉
の
充
実
、
教

育
環
境
の
整
備
、
農
林
商
工

振
興
等
々
の
諸
政
策
に
つ
き

ま
し
て
、
市
議
会
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
得
て
職
員
と
と
も

に
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
は
、
宇
陀
市
の
均
衡

あ
る
発
展
と
市
民
の
幸
福
を

願
い
、
市
民
皆
さ
ま
方
が
本

当
に
「
宇
陀
市
」
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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市
議
会
新
体
制
ス
タ
ー
ト

5
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
2
回
臨
時
議
会

で
、
次
の
と
お
り
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
進
展
に
向
け
て
、
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

※
掲
載
は
議
席
順
（
敬
称
略
）

で
、
年
齢
は
平
成
18
年
５
月

15
日
現
在
で
す
。

※
無
…
無
所
属
　
公
…
公
明
党

共
…
日
本
共
産
党

峠谷安寛（４７歳）
無現【大宇陀区上片岡】

山本良治（６５歳）
無現【室生区室生】

上田　（５７歳）
無現【室生区向渕】

井谷憲司（４０歳）
公新【榛原区天満台西】

中山一夫（６８歳）
無現【大宇陀区五津】

井戸本進（５９歳）
無現【榛原区内牧】

大澤正昭（５７歳）
無現【榛原区戒場】

田村幹夫（５３歳）
共現【大宇陀区西山】

坂本徹矢（５６歳）
無現【室生区田口元上田口】

森下裕次（４６歳）
無現【室生区無山】

山本繁博（５５歳）
無現【菟田野区岩　】

多田與四朗（５４歳）
無現【榛原区下井足】

竹内幹郎（５７歳）
無現【榛原区上井足】

土井英治（６６歳）
無現【室生区大野】

橋重明（６８歳）
共現【榛原区天満台東】

辻谷禎夫（５８歳）
公現【榛原区萩原】

広沢和夫（６２歳）
無現【榛原区萩原】

小林一三（６７歳）
無現【榛原区母里】

玉岡武（６２歳）
無現【榛原区萩原】

大西進（５８歳）
無現【榛原区天満台西】

山本新悟（５７歳）
無現【大宇陀区内原】

泉岡正昭（６２歳）
無現【大宇陀区小附】

議
　
　
長
小
林
　
一
三

副
議
長
中
山
　
一
夫

監
査
委
員
玉
岡
　
武

◎
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
森
下
　
裕
次

副
委
員
長
大
西
　
進

委

員

井
戸
本
　
進
　
多
田
與
四
朗

山
本
　
繁
博
　
坂
本
　
徹
矢

山
本
　
新
悟
　
竹
内
　
幹
郎

泉
岡
　
正
昭

◎
常
任
委
員
会

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
泉
岡
　
正
昭

副
委
員
長
上
田
　
　
　

委

員

井
谷
　
憲
司
　
山
本
　
良
治

峠
谷
　
安
寛
　
多
田
與
四
朗

橋
　
重
明
　
竹
内
　
幹
郎

○
福
祉
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

山
本
　
繁
博

副
委
員
長

辻
谷
　
禎
夫

委

員

田
村
　
幹
夫
　
大
澤
　
正
昭

森
下
　
裕
次
　
大
西
　
　
進

広
沢
　
和
夫

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

山
本
　
新
悟

副
委
員
長

坂
本
　
徹
矢

委

員

井
戸
本
　
進
　
中
山
　
一
夫

土
井
　
英
治
　
玉
岡
　
　
武

小
林
　
一
三

◎
特
別
委
員
会

○
地
域
開
発
振
興
特
別
委
員
会

委
員
長

多
田
　
與
四
朗

副
委
員
長

峠
谷
　
安
寛

委

員

井
谷
　
憲
司
　
山
本
　
良
治

田
村
　
幹
夫
　
井
戸
本
　
進

山
本
　
繁
博
　
土
井
　
英
治

○
環
境
水
源
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

大
澤
　
正
昭

副
委
員
長

橋
　
重
明

委

員

森
下
　
裕
次
　
泉
岡
　
正
昭

玉
岡
　
　
武
　
小
林
　
一
三

広
沢
　
和
夫

○
市
立
病
院
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長

広
沢
　
和
夫

副
委
員
長

大
西
　
進

委

員

井
谷
　
憲
司
　
山
本
　
良
治

峠
谷
　
安
寛
　
井
戸
本
　
進

山
本
　
繁
博
　
坂
本
　
徹
矢

山
本
　
新
悟
　
　
橋
　
重
明

○
行
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

竹
内
　
幹
郎

副
委
員
長

辻
谷
　
禎
夫

委

員

上
田
　
　
　
　
中
山
　
一
夫

坂
本
　
徹
矢
　
山
本
　
新
悟

大
西
　
　
進

◎
各
種
機
関
の
議
会
議
員

○
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

山
本
　
繁
博
　
土
井
　
英
治

泉
岡
　
正
昭
　
大
西
　
　
進

広
沢
　
和
夫

○
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合

峠
谷
　
安
寛
　
多
田
與
四
朗

山
本
　
繁
博
　
辻
谷
　
禎
夫

橋
　
重
明
　
竹
内
　
幹
郎

泉
岡
　
正
昭
　
玉
岡
　
　
武

○
東
宇
陀
環
境
衛
生
組
合

上
田
　
　
　
　
山
本
　
良
治

田
村
　
幹
夫
　
大
西
　
　
進

○
宇
陀
広
域
消
防
組
合

大
澤
　
正
昭
　
井
戸
本
　
進

中
山
　
一
夫
　
森
下
　
裕
次

坂
本
　
徹
矢
　
山
本
　
新
悟

竹
内
　
幹
郎
　
小
林
　
一
三



広報うだ　 １０

「
伝
統
文
化
こ
ど
も

教
室
」
事
業
実
施
団

体
に
感
謝
状

石
田
さ
ん
（
室
生
区
西
谷
）
は
、

昭
和
47
年
に
三
本
松
森
林
組
合
長
理

事
に
就
任
後
36
年
間
に
わ
た
り
、
木

一
筋
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
52
年
県
内
で
は
珍
し
い
防
腐

加
工
・
製
材
工
場
を
開
設
、
ま
た
、

組
合
が
合
併
し
、
室
生
村
森
林
組
合

に
な
っ
た
63
年
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
材

の
工
場
建
設
や
全
国
初
の
乗
用
モ
ノ

レ
ー
ル
の
導
入
許
可
を
受
け
る
な

ど
、
時
代
に
先
駆
け
た
事
業
を
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
受
章
は
、
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
も
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
協

会
の
副
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

春
の
叙
勲
に
当
市
か
ら

３
人
が
受
章

石田長三さん
（元県森林組合連合会理事）

こ
の
た
び
、
日
本
の
伝
統
的

な
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承

す
る
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

２
団
体
（
榛
原
区
）
に
、
7
伝

統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
（
文

化
庁
関
係
機
関
）
よ
り
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
（
榛
原
区
山
路
）
は
、

昭
和
57
年
か
ら
平
成
６
年
ま
で
の
連

続
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
旧

榛
原
町
の
代
表
監
査
委
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

30
余
年
の
公
的
機
関
勤
務
で
培
っ

た
経
験
と
実
績
を
活
か
し
、
将
来
を

見
据
え
た
行
政
水
準
の
維
持
と
確
保

の
必
要
性
を
説
き
、
財
政
の
適
正
な

管
理
運
用
お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
審

査
機
関
と
し
て
の
機
能
を
充
分
に
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。

山田　寛さん
（元榛原町代表監督委員）

粟
野
原
さ
ん（
榛
原
区
天
満
台
東
）

は
、
昭
和
23
年
か
ら
36
年
間
に
わ
た

り
大
阪
府
警
に
勤
務
さ
れ
、
主
に
交

通
課
に
お
い
て
事
故
捜
査
や
交
通
安

全
指
導
な
ど
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
の
交
通
総
務
課
で
は
事

故
防
止
の
企
画
や
交
通
安
全
の
推
進

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
な
ど
の
企
画

面
で
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
西
警
察
署
の
副
署
長
を
最

後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

粟野原貞雄さん
（元大阪府警視）

旭日双光章
（林業振興功労）

旭日単光章
（地方自治功労）

瑞宝双光章
（警察功労）

●
詩
舞
　
風
会
こ
ど
も
教
場

岡
本
八
重
子
さ
ん

●
榛
原
柔
道
教
室
澄
心
館

三
明
　
博
夫
さ
ん

５
月
12
日
の
早
朝
よ
り
、
大
宇
陀

区
内
の
小
・
中
学
校
で
大
宇
陀
地
区

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
会
長
　
川

島
浩
子
さ
ん
）
の
方
々
が
、
あ
い
さ

つ
・
声
か
け
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
声
を
か
け
な
が
ら
、

啓
発
用
物
品
を
配
布
し
、
同
時
に
、

通
学
路
の
安
全
確
認
に
も
気
を
配

り
、
安
心
し
て
登
校
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
、
か
け
ら

れ
た
声
以
上
に
元
気
な
声
で
返
事
が

返
っ
て
き
た
り
、
更
に
あ
い
さ
つ
に

対
す
る
意
欲
付
け
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く

感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
次
の

方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。



１１　広報うだ　２００６.６

５
月
３
日
〜
７
日
ま
で
の
間
、
室

生
区
田
口
元
上
田
口
の
「
弁
財
天
石

楠
花
の
丘
」
で
、
弁
財
天
石
楠
花
の

丘
実
行
委
員
会
（
前
田
正
次
会
長
）

主
催
の
「
石
楠
花
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
ま

つ
り
は
、
実
行
委
員
会
が
、
９
年
前

か
ら
地
元
の
氏
神（
金
刀
比
羅
神
社
）

境
内
約
３
㌶
の
山
林
に
約
１
万
本
の

石
楠
花
の
苗
を
植
え
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に

こ
の
地
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
始
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

地
元
特
産
品
や
う
ど
ん
、
石
楠
花

の
苗
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

弁
財
天
「
石
楠
花
ま

つ
り
」

４
月
30
日
、
鳥
見
山
公
園
（
榛
原

区
）
で
毎
年
恒
例
の
「
つ
つ
じ
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

登
山
者
の
安
全
を
祈
願
す
る
山
開

き
の
祭
事
と
つ
つ
じ
の
植
樹
の
後
、

「
コ
ー
ラ
ス
お
も
ち
ゃ
箱
」
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
、
榛
生
昇
陽
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
倭
太
鼓
「
榛
」
の
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
、
新
緑
の
中
に
響
き

わ
た
る
歌
声
や
楽
器
演
奏
に
見
学
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
公
園
内
で
は
、
紙
飛
行
機

飛
ば
し
大
会
や
輪
投
げ
大
会
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
ア
ウ
ト
ド
ア
実
技
講
習

が
行
わ
れ
、
大
人
も
子
供
も
共
に
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

こ
の
た
び
、
高
井
自
治
会
で
は
7

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く
じ
助

成
金
を
受
け
て
、
高
井
集
落
内
に
ト

イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
7
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く

じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
ト

イ
レ
を
設
置

５
月
14
日
、
近
鉄
榛
原
駅
前
の
新

町
通
り
周
辺
で
あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り

「
札
の
辻
市
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
榛
原
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
会

場
に
華
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
の
演
奏
、
劇
団
「
魅
星
」
の
役
者

と
の
交
流
会
、
榛
生
昇
陽
高
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
伊
勢
本
街
道
「
あ
ぶ
ら

「
札
の
辻
市
」

こ
の
た
び
旅
館
粉
川
家（
室
生
区
）

の
「
山
菜
菓
子
」
が
、
奈※

良
県
観
光

連
盟
主
催
の
第
１
回
「
奈
良
県
観
光

み
や
げ
も
の
大
賞
」
の
菓
子
・
食
品

部
門
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

野
に
あ
る
山
菜
を
、
砂
糖
で
く
る

ん
で
菓
子
に
仕
上
げ
た
と
い
う
発
想

が
素
晴
ら
し
く
、
素
材
の
山
菜
も
地

元
の
山
で
自
ら
摘
ん
で
加
工
し
て
い

る
と
い
う
こ
だ
わ
り
が
、
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

粉
川
さ
ん
は
、「
室
生
の
自
然

の
恵
み
を
生
か
し
、
素
材
本
来

の
風
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
考
え
た
山
菜
菓
子
で
す
。

今
後
も
こ
だ
わ
り
の
商
品
開
発

に
努
力
し
た
い
。」
と
、
受
賞
の

喜
び
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

※
奈
良
県
観
光
連
盟
が
、
地
場
産
品
の
発

掘
と
新
た
な
商
品
開
発
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
良
い
土
産
物
品
を
提
供
す
る
た

め
、
奈
良
県
の
新
し
い
観
光
み
や
げ
も
の

を
募
集
し
た
も
の
で
す
。
県
内
か
ら
40
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

「
県
観
光
み
や
げ
も
の

大
賞
」優
秀
賞
受
賞

や
」
で
は
、
旅
姿
の
衣
装
が
準
備
さ

れ
、
実
際
に
体
験
す
る
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
40
店
鋪
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ウ
即
売

会
、、
昭
和
レ
ト
ロ
を
懐
か
し
む
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
催
し
に
参
加
者
は

満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。



広報うだ　 １２

麻酔は、手術の
際には必要不可欠
なものですが、一
般的に麻酔への関

心はまだまだ低いように思われます。麻酔とは、ただ
手術の最中に痛みや意識をとったりするだけのもので
はなく、手術中によって受けるさまざまなストレスか
ら体を守り、よい状態に保つことなどです。
麻酔は大きく分けて、意識をとってしまう全身麻酔

と、体の一部分だけに麻酔を効かせて意識は保たれる
局所麻酔の2つがあります。さらに、局所麻酔には表
面麻酔、浸潤麻酔、末梢神経ブロック、傍脊椎麻酔、
硬膜外麻酔、脊椎麻酔、静脈内局所麻酔といったもの
があります。これらの麻酔法の中から、手術部位や手
術時間、全身状態などを考慮し、最適な麻酔方法が選
択されます。
ところで、「よくお酒を飲むのだけれど、麻酔が効

きにくいのでは」という質問をされることがしばしば
あります。確かにお酒をよく飲んでいる人は、一部の
薬の肝臓での代謝能力が高まっていて、薬の使用料が

【外来診察のご案内】

担当医 

月 

木村 

火 

木村 

水 

木村 

木 

木村 

金 

金田 

土 

木村 
（１・３・５） 

●耳鼻咽喉科
外来診察は下記のとおりとなります。

宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

少しだけ多くなることがあるかもしれませんが、そも
そも薬の必要量には、年齢や体質などいろいろな要素
が関与していて、個人差があるものです。麻酔中には、
血圧や脈拍の変化などを見ながら、麻酔薬を追加した
り持続的に投与したりと、適切な麻酔の深さを保つよ
う絶えず調節していますので、麻酔が効きにくいので
はないか、という心配は必要ありません。また、この
ように手術中は麻酔を調節し続けているので、途中で
麻酔がきれて手術中に目が覚めてしまうということも
ないのです。そして手術が終われば、多少の時間差は
あっても、必ず麻酔は醒めるのです。
現在では、麻酔技術や麻酔薬の進歩、モニターの進

歩などにより、麻酔の安全性は非常に高いものとなっ
てきました。そして麻酔科医師は、手術によるあらゆ
るストレスから患者さんの体を守り続けています。も
しも手術を受けなければならなくなったとき、麻酔に
関して疑問があれば、どんなことでも麻酔科医師にご
相談ください。

（麻酔科医長　垣本めいこ）

●眼科
6月より外来診察は下記のとおりとなります。

担当医 

月 

葛城 

火 

葛城 

水 

葛城 

木 

丸岡 

金 

葛城 

土 

担当医 
（１・３・５） 

国民健康保険加入者のための

人間ドック・脳ドック費用の助成について
市では、国民健康保険加入

者の病気の予防と早期発見に
努め、重症化を防ぐことによ
り健康の維持増進を図ること
を目的として人間ドック、脳
ドックの費用を助成します。
対象者　いずれにも該当する
人
1申込日現在において当市の
国民健康保険に1年以上加
入している人（合併前の
旧4町村での加入期間を含
む）で受診日においても引
き続いて国民健康保険の
加入者である人

2平成18年4月1日現在におい
て満35歳以上満70歳未満
の人

3申込日現在において国民健
康保険税の滞納がない人

※脳ドックによるMRIの検査
は強力な磁気を使用するた
め、ペースメーカーや体内に
金属類、人工骨などを埋め込
んでいる人は受けられないこ
とがあります。
受診者負担金
人間ドック　10,000円
脳ドック　　12,000円
※婦人科検診など追加希望検
査項目の費用については、す
べて個人負担となります。
申込方法 国民健康保険証と
印かんを持参の上、受診申込
者の住所地の各地域事務所市
民環境課（榛原区の場合は、
市民生活課）へ本人又は家族
が直接申し込みください。資
格審査の上、助成決定者には
後日受診票を送付します。

※申込者多数の場合は、受診
できない場合があります。
申込期間 6月12日b～6月30
日f

受診医療機関
【人間ドック】
○市立病院（市内）、○グラ
ンソール奈良（市内）、○県
健康づくりセンター（田原本
町）、○平成記念病院（橿原
市）
【脳ドック】
○市立病院（市内）、○グラ
ンソール奈良（市内）、○平
成記念病院（橿原市）、○大
淀病院（大淀町）
Y市民生活課又は各地域事務
所市民環境課



「てんいち」とは、てん（英語の１０）
といち（日本語の１）を合わせた１１
（てんいち）のことで、毎月１１日の人
権を確かめあう日を意味しています。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

豊
か
で
き
め
細
か
な

季
節
の
移
り
変
わ
り
を

「
四
季
」
と
い
う
言
葉
で

表
現
さ
れ
て
い
る
日
本

で
も
、
地
球
温
暖
化
に

よ
り
冬
で
も
暖
か
か
っ

た
り
、
夏
で
も
寒
か
っ

た
り
と
「
暖
冬
」
や

「
冷
夏
」
と
い
う
言
葉
の

範
疇

は
ん
ち
ゅ
う

を
超
え
た
異
常
気

象
が
近
年
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

地
球
温
暖
化
現
象
は

実
に
深
刻
で
、
世
界
中

が
協
力
し
て
作
成
し
た

「
京
都
議
定
書
」
が
２
０

０
５
年
２
月
16
日
に
発

効
し
ま
し
た
。
日
本
が

世
界
に
約
束
し
た
目
標

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
６
％
削
減
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
様
々
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

夏
の
エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
を
28
度
に
し
、

職
場
快
適
に
過
ご
す
た

め
に
と
、
公
募
で
決
定

さ
れ
た
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

と
い
う
言
葉
を
環
境
省

の
小
池
百
合
子
大
臣
が

発
表
し
た
の
も
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
れ
ま
で
も
「
エ
コ

ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
言

葉
で
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
省
エ
ネ
の
み
が
目

的
で
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

で
も
、
気
温
は
一
定

で
も
一
人
一
人
の
体
温

や
体
調
は
千
差
万
別
で

す
。
28
度
が
ち
ょ
う
ど

良
い
と
感
じ
る
人
も
い

れ
ば
、
暑
い
と
感
じ
る

人
、
逆
に
寒
い
と
感
じ

る
人
は
い
る
は
ず
で
す
。

学
校
で
は
、
６
月
１

日
に
「
衣
替
え
」
と
し

て
、
一
斉
に
夏
服
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
数
年
前

ま
で
は
、
暑
く
て
も
一

斉
に
冬
服
、
寒
く
て
も

一
斉
に
夏
服
に
な
る
こ

と
か
ら
体
調
管
理
が
大

変
で
し
た
が
、
最
近
で

は
学
校
に
よ
っ
て
一
カ

１３　広報うだ　 ２００６．６

④
人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に
『
人
権
の
視
点
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
』

月
間
程
度
の
猶
予
期
間
を
も

た
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
は
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
、
ノ
ー
上
着
と
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
温
度
に
あ

わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
で
暑
さ
を
乗
り
切
る
と
い

う
視
点
に
立
て
ば
、
楽
し
く

環
境
問
題
に
取
り
組
め
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
６
月
は
「
男
女
雇

用
機
会
均
等
月
間
」
で
す
。

こ
れ
は
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
が
施
行
さ
れ
た
１
９
８

６
年
に
労
働
省
（
現
厚
生
労

働
省
）
が
制
定
し
ま
し
た
。

雇
用
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
と
待
遇
の
確
保
が
求

め
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
「
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
」
は
男
性
だ
け
を
対
象

に
考
え
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
冬

か
ら
提
唱
さ
れ
た
「
ウ
ォ
ー

ム
・
ビ
ズ
」
は
「
働
き
や
す

く
暖
か
く
格
好
良
い
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
イ
ル
」
と
さ
れ
ま
し

た
。
暑
け
れ
ば
脱
ぐ
、
寒
け

れ
ば
着
る
と
い
う
い
た
っ
て

簡
単
な
原
理
で
は
な
い
で
し

6月は

「男女雇用機会均等月間」

です

6月23日f～29日e

男女共同参画週間

ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
一

人
一
人
に
よ
っ
て
タ
イ
ミ
ン

グ
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

温
暖
化
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
豊
か
な
日
本
の
「
四
季
」

を
肌
で
感
じ
る
た
め
、
様
々

な
角
度
か
ら
誰
の
人
権
も
侵

害
さ
れ
る
こ
と
な
く
楽
し
く

取
り
組
め
る
視
点
を
も
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

【
用
語
】

「
温
室
効
果
ガ
ス
」（
新
語
）

温
室
効
果
を
も
た
ら
す
気

体
の
総
称
。
二
酸
化
炭

素
・
フ
ロ
ン
・
メ
タ
ン
・

一
酸
化
二
窒
素
等
。



広報うだ　 １４

大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）

◎予防接種 

（火） 

（火） 

三種混合 
（ＤＰＴ） 

BCG

対象 
３カ月～９０カ 
月未満の児 
３カ月～６カ 
月未満の児 

実施日 
 

２０日 

受付時間 

午後１時～
１時３０分 

場所 

大宇陀保健 
　センター 

種類 
 １３日　 

◎教室【大宇陀区対象】 

（月） 
（金） 

（月） 

※65歳以上の方で、病気などで家から外出する機会が少なくなってい 
る方（介護サービスを受けている方は対象外） 

お達者 
クラブ 

実施日・内容 
　５日　　・１２日　　・ 
１６日　　 
内容：体操・ゲームなど 

開催時間 
午後１時３０分
　～３時１５分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（受付：午後１時 
　　～１時３０分） 

（火） 

（火） 
※おおむね65歳以上の方で、一人暮らしや高齢者世帯の方 
　定員　２０人 
　参加費　１回２００円（送迎有り） 

はつらつ 
料理教室 

実施日・内容 
１３日　　 
　　　講義と調理実習 
２７日　　　 調理実習 

開催時間 
午前１０時～ 
　１２時３０分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（受付：午前９時 
　３０分～１０時） 

菟田野保健センター（1８４‐９９２５）

榛原保健センター（1８２‐０９９８）

◎予防接種 

（金） 
三種混合 
（ＤＰＴ） 

対象 
３カ月～９０カ 
月未満の児 

実施日 
１６日　 

受付時間 
午後１時～
１時５０分 

場所 
榛原保健 
　センター 

種類 

ぬく森の郷（1９２‐５２２０）
◎予防接種 

受付時間 
午後１時～ 
１時３０分 

場所 

ぬく森の郷 
（水） 

三種混合 
（DPT)

対象 実施日 
３カ月～９０カ月未
満の児 

種類 
２８日 

◎健康診査 

１０～１１カ
月児健康診査 

総合健診 

対象 
平成１７年７月～８月
生まれの児 

事前に健診申し込
みをされた方 
（対象者には個別
に通知） 

実施日 
２３日 

　３日 

受付時間 
午後１時～ 
　　　１時５０分 

男　午前７時５０分
　　　　 　～８時 
女　午前８時２０分
　　 ～８時３０分 

場所 
 
 
榛原保健 
センター 

宇陀市立 
　病院 

健診名 

（金） 
２歳児歯科
健康診査 

平成１６年３月～５月
生まれの児 

２７日 午後１時～ 
　　　１時３０分 （火） 

４～５カ月
児健康診査 

平成１８年１月～２月
生まれの児 

３０日 午後１時～ 
　　　１時５０分 （金） 

（土） 

（水） 

（月） 

骨粗鬆症検診 ２１日 午後２時～ 
　　　２時１５分  

基本健康診査  　２日 
１９日 

午後１時～ 
　　　１時３０分 

榛原保健 
センター 

大腸がん検診 １９日 午前９時～ 
　　　９時３０分 

乳がん検診 １日 
８日 

午後１時～２時 

（金） 
胃がん検診  ３０日 午前９時～１１時  

（金） 
３０代女性の
健診 

　９日 午前９時～ 
　　　９時３０分 

（金） 
（月） 

（木） 
（木） 

大宇陀区 

菟田野区 

榛原区 

室生区 

◎教室 

（月） 

（木） 

運動の 
つどい 

検診結果 
勉強会 

対象・内容 
対象：運動しようと思
う人はどなたでも 
内容：筋力アップ運
動・有酸素運動など 

５月２４日セット検診
受診者 

 

実施日 

　５日 
 

１５日 

開催時間 

午後１時３０分
　～３時３０分 

午後１時３０分 
（受付） 

午後１時３０分 
（受付） 

場所 
ぬ
く
森
の
郷 

下
笠
間 

会
議
所 

教室名 

（木） ６月７日セット検診受
診者 ２９日 

午前１０時 
（受付） 

（水） 
ウオーキング ２１日 

午前１０時 
（集合予定） 

上
笠
間
生
活 

改
善
セ
ン
タ
ー 

小
原
み
の
り 

ホ
ー
ル 

（水） 貯筋教室 筋力アップのための
運動教室 

１４日 午後１時３０分
　～３時３０分 

向
渕
や
ま 

び
こ
ホ
ー
ル 

未定 

◎健康診査 
対象 実施日 受付時間 場所 健診名 

※セット検診 

３０代女性の
健診 

４０歳以上 
の方 
３０歳代の 
女性 

２８日 

　８日　・１５日 
２２日　・２９日 

午前９時～
９時３０分 

午前８時３０分
　～９時３０分 

大
宇
陀
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

（水） 

（木） 
（木） 

（木） 
（木） 

実施日の２週間前までに大宇陀保健センターへ申し込みください。 
※基本健康診査・前立腺がん検診・胃検診・肺がん検診・大腸がん検診です。 

◎健康診査 
対象 実施日 受付時間 場所 

菟
田
野
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

※セット検診 

女性のがん 
検診 

４０歳以上の方 

子宮がん：２０歳以上の女性 
乳がん：４０歳以上の女性 

１３日（火） 
１４日（水） 

２２日 午後１時～
　　　２時 

午前８時３０分
～９時３０分 

（木） 
３０代女性の
健診 

３０歳代の女性 ２８日 午前９時～
９時３０分 

大
宇
陀
保
健 

セ
ン
タ
ー （水） 

骨粗鬆症検診 ４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性 
７月５日 午後２時～

２時１５分 

宇
陀
市
立

病
院 （水） 

◎セット検診は、７月３日（月）・４日（火）も予定しています。 
◎女性のがん検診は、７月１３日（木）も予定しています。 
◎実施日の２週間前までに菟田野保健センターへ申し込みください。 
※基本健康診査・前立腺がん検診・胃検診・肺がん検診・大腸がん検診です。

（木） 

◎教室 

ぞうさん 
教室 

対象 
０歳～５歳児の未入所・
未入園児とその養育者 

実施日 
１５日 

開催時間 

午前１０時～ 
　　　１１時 

場所 教室名 
菟田野 
保健センター 

内容：「むしばきんのお話」子ども同士、親同士の交流など 

◎健康診査 

※セット検診 

１歳６カ月児・
３歳児健診 

対象 
４０歳以上の方 
（小原・下笠間地区対象） 

生後１歳６～８カ月児 
生後３歳６～８カ月児 

実施日 
　７日 

　８日 

受付時間 

午後１時～
１時３０分 

午前８時３０分
　　～１０時 

場所 

ぬ
く
森
の
郷 

健診名 

（水） 

（木） 

４０歳以上の方 
（室生地区対象） 

２６日 
（月） 

※基本健康診査・前立腺がん検診・胃検診・肺がん検診・大腸がん検診です。 

大宇陀区・菟田野区共通 

４～５カ月児
健康診査 
１０～１１カ
月児健康診査 

対象 
平成１８年１月・２月生
まれの児 
平成１７年７月・８月生
まれの児 

実施日 

２６日 

受付時間 

午後１時～ 
１時３０分 

場所 
菟
田
野
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

（月） 

◎健康診査 

次の予防接種・健診は、大宇陀区・菟田野区合同で行います。



１５　広報うだ　２００６.６

大宇陀区子育て支援室
（大宇陀幼児園内／1８３‐３５１1）

菟田野区子育て支援センター
“キッズ”
（菟田野保育所内／1８４‐3５８６）●親子教室（にじの広場）

【６月予定】

●子育て支援室を設置していますので、
遊びに来てください。（月～金曜日　午前
９時～午後５時まで、事前に電話要）

●日々の子育てに関する相談など、悩
まずに気軽にご相談ください。

●さくらんぼひろば（榛原区限定）
子育て中の友達づくり、情報交換、

親子の触れ合いの場として気軽にご参
加ください。

日時 ６月21日（水）
午前10時～11時30分

場所 子育て支援センター（北保育園
内）

内容　食事について

対象 生後６カ月以上の未就園児とそ
の保護者

定員 先着20組程度

持ち物 母子健康手帳

申し込み ６月12日（月）から北保育園
か子育て支援センターへ（土、日を
除く午前９時～午後４時）

◆母親教室（全区対象）

対象 宇陀市在住でおおむね妊娠３～８ヵ月の妊
婦とその配偶者
日時・内容 ①７月７日（金）妊娠中の日常生活・
妊婦体操・妊娠中の口腔ケア、絵本について
②７月14日（金）妊娠中・産後の食事、調理実習
③７月22日（土）赤ちゃんのお風呂の入れ方

時間 午後１時～３時30分（２回目のみ午前９時
30分～正午）
場所 榛原保健センター
持ち物　母子健康手帳、
筆記用具、②はエプロ
ン、三角きん、タオル
申し込み ７月６日（木）
までに榛原保健センタ
ーへ

個別検診（医療機関検診）が始まります

市内のかかりつけ医療機関での検診の申し込みをさ
れた方には、保健センターから検診の問診票を送りま
すので、必要事項をご記入の上、医療機関に個人で予
約をとって受診してください。
検診・受診期間
●基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウィルス検
診・大腸がん検診・歯周病検診…６月～１２月
●乳がん検診・子宮がん検診…６月～翌年２月
※不明な点は各保健センターに問い合わせください。

◆はつらつ料理教室参加者募集（菟田野区対象）

自分で料理し、元気に過ごすための料理教室
です。男性の方もふるってご参加ください。
日時 ６月21日（水）、９月27日（水）

午前10時～午後１時（受付 午前９時30分）
場所 菟田野保健センター（２階調理室）
対象 おおむね65歳以上の方で、一人暮らしや
高齢者世帯の方
参加費 材料費２００円
定員 20人
講師 栄養士・食生活改善推進員
申し込み ６月12日（月）までに菟田野保健セン
ターへ

積極的に基本健康診査を受けましょう
宇陀市では、4月広報折り込みの健康カレンダーで

ご案内したとおり、40歳以上の方を対象に基本健康診
査を行っています。特に65歳以上の方は従来の基本健
康診査時に、介護予防（介護が必要となることを防ぐこと）
を目的とした生活機能評価を実施させていただきます。
老化を早めにチェックし要介護状態にならないよ

う、筋力アップ教室や介護予防教室などを案内します
（介護保険認定者は教室の対象外となります）。

～65歳からの健康づくりと介護予防のために～

問い合わせ 各区保健センターまたはぬく森の郷へ

高　齢　者

基本健康診査・生活機能評価

元気な高齢者 生活機能が低下してきている高齢者

健康づくり事業への参加 介護予防教室への参加

榛原区子育て支援センター
（榛原北保育園内／1８２‐１１４３・子
育て支援センター／1８２‐１５５５）

●子育て支援室開放日
どなたでも参加できます。親子で友

達をつくり、楽しく子育てしましょう。

開放日 ６月５日（月）、９日（金）、14日
（水）、20日（火）、28日（水）

開催時間 午前９時30分～11時30分

開催場所 大宇陀幼児園（子育て支援室）

※時間は、午前９時３０分～１１時３０分です。 
栄養指導は「手づくりおやつ」を作ります。 

みかん 
オレンジ 

日程 
　６日（火） 
１６日（金） 

内容 
栄養指導 
栄養指導 

場所 
大宇陀 
保健セン
ター 

グループ 

ぶどう ２１日（水） 親子で楽
しむ食事 

いちご 　８日（木） 歯のお話 子育て支
援室 

　６日
（火） 

　８日
（木） 

２２日
（木） 

内容 
「わくわくランド」（サークル） 
牛乳パックを利用して小物入れを
作ります。 
「キッズふれあい広場」 
◎歯と子どもの健康・歯の磨き方
のお話 
持ち物　歯ブラシ、コップ、タオル 
「キッズふれあい広場」 
◎お話の会　「おはなし玉手箱」
の皆さんによるお話です 

日程 

【６月予定】



曜日
場所 市榛原総合センター
対象者 市在住の小・中学生
指導者 榛原区茶華道協会会
員教授者
費用 華道　1回400円（お花
代）／茶道　1回200円（お菓
子代）
申込先 榛原区茶華道有志の
会　横田方（1 090‐6444‐
3333 682‐7160）

●榛原中学校家庭教育講演会
榛原中学校PTA家庭教育部

では、「大切なのは人の愛
（親子･家族･地域の絆）」と題
して、県家庭教育支援講師の
向野幾世先生を迎えて講演会
を実施します。ふるってご参
加ください。
日時 7月1日g 午後2時～3

●県医師会の学術部会が行う
健康相談
県医師会では、県民の健康

維持や増進などを図る目的
で、各種健康相談を実施して
います。ご利用ください。
※無料相談のみで、診療や検
査などは行っておりません。
■皮膚科に関する健康相談
日時 6月1日e午後2時～3時
問合せ先 皮膚科部会　辻本
医師（事前予約が必要）
■目の健康相談
日時 6月6日c午後2時～3時
問合せ先 眼科医会　辻本医
師
■整形外科に関する健康相談
日時 6月20日c午後2時～3
時　問合せ先 整形外科部会
仲川医師（6月13日cまでに
事前予約が必要）
■内科疾患に関する健康相談
日時 6月26日b午後2時～3

時　問合せ先 内科部会　小
西医師（事前予約が必要）
■精神科に関する健康相談
日時 6月29日e午前10時～
11時　問合せ先 精神神経科
部会　出山医師（6月26日b

までに事前予約が必要）
※場所はいずれも県医師会館
（橿原市内膳町5-5-8 近鉄八
木駅から北へ徒歩7分）1階県
民健康サービス室です。
Y県医師会館（1 0744-22-
8502）

『情報かわら版』相談コーナー・『みんなの掲示板』

●文化協会自然研究部山野草
展開催
多彩な山野草と斑入りの植

物や石付け、苔玉などの展示
を行います。また、さし木盆
栽の作り方の講習会も行いま
す。気軽にお越しください。
日時 6月17日g 午前10時
～午後5時／6月18日a 午前
9時～午後3時
場所 市榛原公民館

●伝統文化茶華道こども教室
昨年度に引き続き、文化庁

主催による次世代を担う子ど
も達を対象とした「伝統文化
茶華道こどもの教室」を開催
いたします。
お友達やお知り合いの方を

お誘いの上、ご参加ください。
日程 6月より毎月第1・３土

時30分　場所 市榛原総合セ
ンター　入場料 無料　Y榛
原中学校（182‐1175）

●バウンドテニス奈良県交流大会
県バウンドテニス協会主催

の交流大会が宇陀市で開催さ
れます。全日本で活躍されて
いる県出身の選手が多数参加
されます。ぜひ観戦にお越し
ください。
日時 7月2日a午前9時～午
後5時　場所 市総合体育館
※榛原区の選手も多数参加し
ます。Yバンビ榛原　垣内
（182‐4382）

●団員募集
私たちはシルバーコーラス

として、活動しています。歌
うことは心柔らかくして、体
全体に心やわらかくしてとて
もプラスになります。一度見
学に来られませんか。
練習日 月3回木曜日午後1時
～3時　練習場所 市榛原総
合 セ ン タ ー 　 Y 山 口 へ
（182‐0293）

・広報「うだ」５月号７ページ掲載、
市議会議員選挙候補者別得票数は、
案分票（同性・同名の候補者がおら
れたため票を分けて計算）により小
数点以下までを掲載しました。説明
不足のためご迷惑をおかけしました。
なお、表のタイトルで投票区別得

票数とあるのは、当日投票所の投票
状況の誤りでした。
・22ページ掲載、家庭用生ごみ処理
機などの新規購入の補助内容で、電
動式生ごみ処理機の●１世帯あたり
２基以内　●１基につき２０,０００円
とあるのは、●１基以内　●１基に
つき３０.，０００.円の誤りでした。
・最終ページ「ふるさと探訪」掲載、
高僧の名前は賢憬でした。

訂正とお詫び

人　事　異　動

【教育委員会事務局】
■課長補佐級
○教育総務課長補佐　菅生久人
（榛原学校給食センター課長補佐）

■技能労務職
○榛原学校給食センター　平山浩
太郎（室生学校給食センター）
○同　松田純子（同）
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広報紙を一部リニューアルしました

市民の皆さんに、よりわかりやす
く情報を伝えるため、今月号より情
報ページを横書にしました。

Y秘書広報課

5月1日付（ ）内は旧任



●県立榛生昇陽高等学校まな
びースクール開校
講座名 パーソナルコンピュ
ータ入門講座
内容 パソコンの基本操作、
ワープロ機能、インターネッ
ト、デジタルカメラの基本と
活用について
対象 周辺地域の社会人
日時 6月24日g、25日a、7
月1日g午前9時～午後5時
場所 榛生昇陽高等学校コン
ピュータ室
定員 30人（応募者多数の場
合は抽選。）
受講料 無料（テキスト代
1,100円は受講者の負担です。）
申込期間 5月29日（月）～6月
9日（金）までに、往復はがき
に、氏名・性別・年齢・住
所・電話番号を記入の上、〒
633-0241 宇陀市榛原区下井
足210 榛生昇陽高等学校
まなびースクール係（182-
0525）へ
※受講者は全回受講すること
を原則とします。

●県立山辺高等学校まなびス
クール開校
講座名 初心者デジタル画像
編集講座
内容 パソコンの基本操作、
ワープロ入力、デジタル写真
の撮影と取込、デジタル写真
の編集
日時 7月11日c、12日d、
13日e、14日f、18日c、19
日d、20日e、21日f 午後
5時～7時30分
対象 社会人
定員 30人（応募多数の場合
は抽選）
参加徴収金 500円　
申込方法 6月19日b～30日

fまでに、往復はがきに住所、
氏名、電話番号を記入の上
（返信用のはがきには、返信
の住所、氏名を記入）、〒
632-0246 奈良市都祁友田町
9 3 7 県立山辺高等学校
10743-82-0222へ

●平成18年度国家公務員採
用3種試験（高校卒業程度）
実施
職種 1行政事務、電気・情
報、機械、土木、農業、農業
土木、林業　2税務
受験資格 1昭和60年4月2日
～平成元年4月1日までに生ま
れた人　2昭和61年4月2日～
平成元年4月1日までに生まれ
た人【受験職種により受験資
格が異なります】
申込受付期間 6月20日c～
27日c

第1次試験日 9月3日a

試験地 京都市、福知山市、
大阪市、神戸市、奈良市、和
歌山市、田辺市
Y人事院近畿事務局〒553-
8513 大阪市福島区福島1-1-
60 106-4796-2191（試験係）

●「2等陸・海・空士」募集
受験資格 18歳以上27歳未満
の男子
※試験日及び入隊時期など
は、下記にてご確認ください。
自 衛 隊 天 理 募 集 案 内 所
10743-63-2540
URL
http://www.nara.plo.jda.go.jp

●“桜井宇陀のふるさと”フ
ォトコンテスト作品募集
桜井宇陀のふるさとをテー

マにフォトコンテストを実施
し、桜井宇陀を広く紹介して、
ぜひ訪れてみたいと、人々に
呼びかけるような写真を募集
します。

作品テーマ のこしたい地域
の自然･文化･伝承
撮影対象地域 宇陀市･桜井
市･曽爾村･御杖村
作品対象 対象地域の風景･
文化財･伝統芸能･イベント
応募作品規定 ○本年6月以
降に撮影した作品　○カラー
プリント「四つ切」･「ワイ
ド四つ切」可（デジタル作
品･インクジェット作品は不
可）単写真（1枚写真）のみ
で組み写真は不可　○応募作
品は、未発表のもの（類似作
品を他コンテスト等での発表
予定がない作品に限る） ○
応募点数は1人3点以内に限る
対象期間 対象作品は平成18
年6月～19年5月末日までの1
年間に撮影した作品
応募方法 作品ごとに所定の
事項［タイトル･撮影場所･撮
影年月日･住所･氏名･電話番
号･年齢］を書いた「応募票」
（自作可）を作品の裏面に貼
り付け、〒633-0021 桜井市
大字倉橋2116-2 桜井宇陀広
域連合事務局へ【持参の場合
は、午前9時～午後5時】
応募締め切り 平成19年6月
20日d（当日消印有効）
審査と表彰 平成19年7月上
旬に行います。
賞　各賞あり
発表 ○入選者には郵送で通
知するとともに、桜井宇陀広
域連合ホームページに掲載し
ます。○入選作品については、
入賞通知があってから1週間
以内に原版を提出してくださ
い。（原版の提出のない場合
は入選を取消します）
Y桜井宇陀広域連合「桜井宇
陀のふるさと」フォトコンテ
スト係（10744-44-1444）

『情報かわら版』募集コーナー

■掲載項目は必要最小限度内に
（90文字程度）■紙面の都合上掲
載できない場合あり■掲載される
内容については責任を持つこと■
営利目的のもの（主催者が収入を
得るものや営利行為の無料PR活
動、職業に密接したものを含む）、

政治宗教に関するもの、公序良俗
に反するもの、金銭的トラブルが
生じる恐れがあるもの、不特定多
数の市民を対象としないものなど
は掲載不可■原稿は掲載日の約1
カ月前に秘書広報課へ

みんなの掲示板　掲載記事募集中

※掲載が遅れましたことをお詫び申し上げます。
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始めたものに、また既存住宅
については平成21年6月1日ま
でに設置しなければならない
こととされました。
Y住宅用火災警報器相談室
90120-565-911又は宇陀広域
消防組合消防本部182-3199

●県立二階堂養護学校の教育
相談並びに学校見学会・体験
学習
県立二階堂養護学校では、

障害のある幼児や児童生徒の
保護者に対して、就学や療
育・教育についての教育相談
並びに学校見学会・体験学習
を実施しています。
教育相談
○小学部　毎週火・木曜日
（午前10時～12時）、毎週月・
木曜日（午後1時30分～3時）
○中学部　毎週火・木・金曜
日（午前9時40分～12時）
○高等部　毎週木・金曜日
（午前10時～12時）
学校見学会
○小学部　6月20日c

○中学部　6月21日d

体験学習
○小学部　10月20日f（対象
来年度就学幼児）
○中学部　火・木・金曜日
（個別に随時実施）
※いずれも、電話での事前予
約が必要です。また、教育相
談については、他の曜日を希
望される場合は、相談させて
いただきます。
Y県立二階堂養護学校

（10743-64-3081）

●医療講演会と医療相談会の
お知らせ
日時 6月25日a 午後1時～
4時まで
場所 県社会福祉総合センタ
ー　5階研修室B
参加費 500円（資料代）
内容
■医療講演　○「膠原

こうげん
病と歯

の治療」辻本雅哉先生（天理
よろづ相談所病院　歯科・口
腔外科副部長）○「効率的な
歯の磨き方-歯磨き実習-」北
前由美子歯科衛生士（天理よ
ろづ相談所病院　歯科・口腔
外科主任）
■医療相談　○辻本雅哉先生
（天理よろづ相談所病院）○
井上隆智先生（大野記念病院）
○金山良春先生（金山内科ク
リニック）○井上圭右先生
（大野記念病院）
申し込み 6月24日gまでに
電話又はFAXにて申し込みく
ださい450744-42-0699（大
森方）
Y全国膠原病友の会奈良支部
長　大森雅子10744-42-0699

●『”体感”リニア親子試乗会
作品展』開催
リニア中央新幹線に関する

パネルや昨年の夏休みに開催

した”体感”リニア親子試乗会
へ参加された児童の作品を展
示し、今年の夏休みに実施す
る”体感”リニア親子試乗会の
参加者を募集します。
日時及び場所
○県立図書情報館　6月20日
c～7月2日a 午前9時～午後
8時（休館日6月26日b、30日
f）
○県庁内県民ホール　7月3日
b～7日f 午前9時30分～午
後4時30分
Yリニア中央エクスプレス建
設促進奈良県期成同盟会事務
局（県企画部観光交流局交流
政策課内）10742-27-8483

●住宅用火災報知器が義務化
されました
本年1月、兵庫県で児童5名

が犠牲となるなど、死者を生
じる住宅火災は年々増加傾向
にあり、火災の発生が早期に
発見できれば助かったケース
が大半で、火災の犠牲の約半
数が高齢者となっています。
急速な高齢化社会の進展をふ
まえ、住宅火災による死者の
低減が緊急の課題となってい
ます。
そこで、消防法が改正され、
新たに一般の家庭にも「住宅
用火災報知器」の設置が義務
化になり、新築の住宅につい
ては本年6月1日以降に工事を

『情報かわら版』お知らせコーナー

◆◆献血にご協力を◆◆
■市役所　日時　6月20日c 1午
前10時～正午　2午後1時～4時

■市中央公民館（旧大宇陀町中央公
民館） 日時 7月4日c 1午前10
時～午後1時　2午後2時～4時

わが家のアイドル募集
お子さんの写真を広報「うだ」に

掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名（ふ

りがな）年齢、一言メッセージ（40
字程度）及び問合せ先を記入の上、
秘書広報課まで郵送または持参して
ください。

室内温水プール
（182-2200）

臨時休業します。
6月27日（火） 終日
プール及び施設清掃のため臨時

休業します。ご了承ください。
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●宇陀市地域職業相談室
奈良労働局では、市中央公

民館（旧大宇陀町中央公民館）
内に、地域職業相談室を設置
し、次のとおり相談業務を行
っております。
相談内容 ○職業相談、職業
紹介　○求人自己検索システ
ムやパソコンを活用した求人
情報の提供
※求人の申し込み等事業所関
係手続・雇用保険関係業務は
取り扱っておりません。
開設時間 午前8時30分～午
後5時（土・日曜日、祝日、
年末年始を除く）
開設場所 市中央公民館
Y 宇陀市地域職業相談室
（187-2025）

●弁護士による福祉専門相談
弁護士による福祉専門相談

（高齢者ねらいの悪徳商法に
ひっかかったなど）を行いま
す。相談を受ける場合、事前
申し込みをお願いします。
【6月分】
日時 6月15日e

午前10時～
場所 市社会福祉協議会
申込締切 6月9日f

（先着2件のみ）
【7月分】
日時 7月18日c

午前10時～
場所 市社会福祉協議会
申込締切 7月10日b

（先着2件のみ）
申込先 市社会福祉協議会　

（184-4116）

●人権･行政相談
■「人権擁護委員の日」に伴
う人権相談所　
日時 6月1日e

午前9時～午後3時
場所
○菟田野人権交流センター
○室生振興センター
○大宇陀人権交流センター
○市役所2階212会議室
■人権・行政相談所　
【菟田野人権交流センター】
日時 6月7日d

午前9時30分～午後3時
【室生振興センター】
日時 6月14日d

午前9時～午後3時
【大宇陀福祉会館】
日時 6月15日e

午前9時～11時45分
【市役所2階212会議室】
日時 6月21日d

午前9時～午後3時
Y人権相談は人権施策課、行
政相談は総務課

●心配ごと相談
日時･場所
●6月14日d 午前9時～午後
3時／場所:室生振興センター
●6月13日c･27日c 午前9
時～12時／場所:榛原福祉会
館
●6月15日e 午前9時～11時
45分／場所:大宇陀福祉会館
●月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分／
場所:市社会福祉協議会
Y市社会福祉協議会

（184-4116）

●交通事故相談
日時･場所
6月20日c 午前10時～午後3
時／市役所2階211会議室
Y総務課

●公用車を売却します
本市が所有している下表の

公用車を一般競争入札により
売却します。入札参加希望者
は、入札説明書を請求の上、
ご参加ください。
入札説明書交付期間
6月5日b～9日f

入札説明会及び下見会
6月12日b

○受付　午後1時～1時30分
○説明会　午後1時30分開会　
○場所　市役所3階312会議室
※下見会は、説明会終了後
入札及び開札 6月16日f

午前10時執行　市役所3階312
会議室
Y総務課

車 体 色 黒

走 行 距 離 約161,000km

排 気 量 ２９９０cc

車 検 期 日 平成19年7月17日

年 式 平成4年7月

車 名 トヨタ クラウン

車 体 色 黒

走 行 距 離 約46,000km

排 気 量 ２９９０cc

車 検 期 日 平成19年4月30日

年 式 平成6年4月

車 名 トヨタ クラウン

車 体 色 紺

走 行 距 離 約49,200km

排 気 量 １９９０cc

車 検 期 日 平成18年5月（車検切れ）

年 式 平成7年5月

車 名 日産 セドリック

車 体 色 黒

走 行 距 離 約80,900km

排 気 量 ４１３０cc

車 検 期 日 平成19年6月23日

年 式 平成10年6月

車 名 日産 シーマ

物件１

物件２

物件３

物件４

『宇陀市ホットニュース』募集・相談コーナー

市県民税の納付期限は、6月30日fです。
税 金 は 、 納 期 内 に 納 め ま し ょ う 。

※納付、口座振替に関するお問い合わせ
は収納課へ

休館日　　6・13・20・27日
開館時間　午前9時～午後5時

■松岡正雄展
6月14日d～26日b

まちなみギャラリー
休館日　　7・14・21・28日
開館時間　午前9時～午後7時

■「榛原区文化協会竹友会」によ
る竹工芸の展示

6月1日e～29日e

※入館料　無料

ふれｉギャラリー 
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●駐車場の利用者募集
市土地開発公社が所有して

いる土地を、月極駐車場とし
て次のとおり賃貸します。
場所 榛原駅北側
対象 市在住の人
募集台数 3台（普通自動車2
台・軽自動車1台）
使用料 車両1台につき月額1
万円
申込方法 運転免許証など住
所が確認できるものと印かん
を持参の上【電話申込不可】、
6月5日b～15日e（土・日曜
日を除く午前9時～午後5時）
の期間に企画調整課へ
※募集台数を超える申込があ
った場合は、6月16日f午前
10時から市役所2階212会議室
で抽選を行います。

●市ぬくもり修学奨励資金
市では、経済的理由により、
修学困難な生徒に対して修学
奨励を図るため、高等学校や
大学などに入学した人に対し
て入学支度金「ぬくもり修学
奨励資金」を支給します。
対象 次のすべての要件を満
たす人
1学校教育法に規定する高等
学校、高等専修学校、高等専
門学校、短期大学、大学に、
平成18年度に入学した人
2市内に住所を有する人で、
市民税非課税世帯である人
3向学心に富み、将来のまち
づくり活動に積極的に取り組
む意欲を持っている人
支給金額
高等学校・高等専修学校　6
万円
高等専門学校　12万円
大学・短期大学　12万円

榛原駅 
駅
前
交
番 

駐輪場出入口 

国道３７０号 

駐
車
場 

▲ 

申込方法 申請書に必要事項
を記入の上、添付書類を添え
て6月30日（金）までに、教
育総務課へ
添付書類 1各学校発行の在
学証明書2平成17年分市民税
非課税証明書（発行は6月12
日から）3住民票の写し（世
帯全員）
※申請書は、教育総務課又は
各地域教育事務所にありま
す。
Y教育総務課

●作品募集　県高齢者美術展
県高齢者美術展開催にあた

り、次のとおり展示作品を募
集します。
出品手数料 1点につき1,000
円（振込手数料を除く）
出品資格者 県内在住の満60
歳以上のアマチュア
出品種目 日本画、洋画、書、
工芸、手芸、写真《6種目》
（1人1点、未発表のもの）
申込方法 6月12日bまでに
出品申込書（市民福祉課又は
各地域事務所福祉課にあり）
を市民福祉課又は各地域事務
所福祉課へ
作品の提出 8月23日d

展示期間 8月25日f～31日
eまで県文化会館（奈良市）
にて県高齢者美術展が開催さ
れます。
Y市民福祉課又は各地域事務
所福祉課

●ジョブカウンセリングの参
加者募集
どんな仕事をしたいか分か

らない、就職活動の仕方が分
からない、魅力的な応募書類
の作成方法を知りたい人や面
接を控えている人など、就職
に関するさまざまなご相談に
お答えするカウンセリングの
参加者を募集します。
日時 7月6日e、13日e、20
日e 午前10時～午後4時
場所 市役所2階212会議室
対象者 市在住・在勤・在学
の30歳未満の若年者又はその
保護者
コンサルタント 民間人材教

育機関・人材派遣会社のキャ
リアコンサルタント1名によ
る個別指導（約50分）
申込方法 6月30日fまでに
産業振興課へ直接または電話
にて、申し込んでください。
【氏名、住所、電話番号、年
齢、保護者同伴の有無、希望
時間（10時、11時、13時、14
時、15時のいずれか）をお伺
いします。】
※定員は1日5名です。先着順
に希望時間をお聞きしていき
ますので、ご了承ください。
Y産業振興課

●手芸指導ボランティアを募
集
さんとぴあ榛原では、日頃

から市民の方にさまざまなボ
ランティア活動をしていただ
いております。今回、高齢者
が楽しめる簡単な手芸を指導
していただける人を募集しま
す。
Yさんとぴあ榛原185-2525

●「おやじ塾」塾生募集
室生公民館では、次のとお

り「おやじ塾」を開催します。
希望される方は、申し込みく
ださい。
日時 毎月第4土曜日　
午後1時30分～
場所 室生振興センター他
対象者 市在住・在勤の男性
申込締切 6月17日g

申込方法 住所･氏名･電話番
号を記入の上、郵送、電話又
はFAXにて
Y室生公民館　〒633-0315
室生区大野1639番地　192-
2496 592-3110

『宇陀市ホットニュース』募集コーナー

6月 春の寄せ植え

7月 人権学習

8月 リサイクル学習

9月 救急救命講習会

10月 庭木の剪定講習

11月 クッキング

12月 わら細工講座

1月 健康講座

2月 社会見学

3月 1年のまとめ
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●宇陀クリーンセンター
（旧宇陀衛生一部事務組合）
収集区域の皆さまへ
可燃性家庭用（生ゴミ）

写真のように黄色の指定袋
になります。
※以前購入された宇陀クリ
ーンセンターの指定袋はそ
のまま使用できます。
Y環境対策課又は宇陀クリ
ー ン セ ン タ ー
(183-2296)へ

し、親子のふれあいと交流を
目的としています。
”みんなで子育て･親育ち”

をキャッチフレーズに子育て
が楽しいものとなるよう企画
しています。皆さんのご参加
をお待ちしております。
Y室生北児童館　
(10743-82-1847)

●みんなおいでよ！なかよし
広場開催のお知らせ
幼児園では交流を深めるこ

とを目的に園開放「みんなお
いでよ！なかよし広場」を開
催します。遊具で遊んだり、
お話を聞いたりしながら楽し
い一時を過ごしませんか。市
内在住の方なら参加できます
ので、みなさんお誘い合わせ
の上多数ご参加ください。
日時 6月3日g午前9時30分
～11時30分（雨天決行）
場所 大宇陀幼児園

●子育て広場「リビングルー
ム」を開催します！
大宇陀区サポートクラブで

は、子育てに喜びや楽しみを
持ち、安心して子どもを育て
られるような地域づくりを目
指して活動しています。
このたび、子育て中の人に
一息しながら、子育ての情報
交換の場として、子育て広場
「リビングルーム」を開催し
ます。
「サポートクラブってどん

なことをしているの」、「利用
してみたいけど、どのように
利用したらいいの」という人
はこの広場にお越しくださ
い。お役に立てる情報を提供
します。
日時 6月7日d

午前10時～12時
場所 大宇陀幼児園会議室
対象者 ○大宇陀区在住の未
就園の子どもと保護者　○大
宇陀区在住でサポートクラブ
について興味のある人
参加費 1人200円（子どもの
おやつはご持参ください。）

室生北児童館では、児童
ふれあい交流促進事業とし
て、6カ月から未就園の在宅
児とその保護者を対象に
「絵本の読み聞かせ（かんか
ん絵本）･かんかん読み聞か
せ」「親と子の食事セミナー
（かんかん食事）」を行って
います。
”かんかん”とは、児童館

の「かん」からネーミング

児童ふれあい交流促進事業
”かんかんくらぶ” （室生区）

事 業 名 かんかん絵本 かんかん読み聞かせ かんかん食事

月 日 6月8日e 6月15日e 6月22日e

時 間 午前10時～12時 午前10時30分～11時30分 午前10時～午後1時

場 所 ぬくもりの郷 室生西児童館 ぬくもりの郷

住 所 室生区大野3 7 7 6 - 1 室 生 区 大 野 3 5 6 1 室生区大野3 7 7 6 - 1

内 容
○読み聞かせと講演会
講師：榛原おはなしの会

○絵本の読み聞かせ
○手遊び他

○七夕メニュー

参 加 費 大人1人　400円
（材料費）

持 ち 物 エプロン･バンダナ

定 員
先着20組
　室生区15組
　他地区5組

先着20組
　室生区15組
　他地区5組　

先着20組
　室生区15組
　他地区5組

申 込 方 法 土･日を除く午前8時30分～午後5時までに室生北児童館へ

申 込 締 切 6月1日e 6月8日e 6月15日e

●市体育指導委員が決まりま
した
平成18･19年の市体育指導

委員が決まりました。
体育指導委員は、さまざま

なスポーツ大会を開催して市
民の皆さんにスポーツの機会
をつくり、皆さんの健康増進
の一躍を担われています。

（順不同・敬称略）

久保田　廣次 谷本　紀子

南尾　公子 粉川　勝藏

土肥　桂子 福住　昌彦

小泉　眞吾 扇谷　哲也

勝山　充員 林 　 英 實

栗林　彰弘 笹岡　照代

西岡　美奈 森口　博司

高見　喬宏

米田　友厚

井 手 　 充

東向　秀則

奥出　佳子

関戸　成康

大宇陀幼児園
からのお知らせ

【183-3511】

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

■菟田野区
Y菟田野地域事務所　市民環境課

（184-2521）
◎燃えるゴミ収集　毎週月･木曜日
◎ガラス･ビン類ゴミ収集　毎月10
日

◎金属類ゴミ収集　毎月20日

■室生区（燃えないゴミ）
Y室生地域事務所　市民環境課

（192-2001）
◎6月12日　上笠間･下笠間･深野･
小原･染田･多田･無山･奥山

◎6月21日　大野･向渕（奥山を除
く）･三本松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎6月30日　黒岩･田口元上田口･下
田口･田口元角川･室生

■大宇陀区・榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付し

ているゴミカレンダー等をご覧く
ださい。
Y大宇陀地域事務所　市民環境課

（183-2251）
Y市環境対策課　護美センター

（182-6521）

ゴミ収集日程
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7月19日任期満了による市
農業委員会委員選挙を行いま
す。
選挙期日
告示日　7月2日a

投票日　7月9日a

【各投票所】午前7時～午後8時
開票日　7月9日a

選挙区と委員の定数
大宇陀選挙区　8人
菟田野選挙区　6人
榛原選挙区　　8人
室生選挙区　　7人
立候補予定者説明会

●農 業 委 員 会 委 員 選 挙
日時 6月21日d午前10時～
場所 市役所4階大会議室
※立候補予定の人は出席して
ください。
投票できる人
当市に住所がある満20歳以上
の人で次の1～3のいずれか
に該当し、農業委員会委員選
挙人名簿に登録されている人
110アール以上の農地で耕作
の業務を営む人

2耕作の業務を営む人の同居
の親族又はその配偶者で
年間おおむね60日以上耕

作に従事していると農業
委員会が認めた者

3耕作の業務を営む農業生
産法人の組合員又は社員

期日前投票所の場所
大宇陀選挙区　大宇陀地域
事務所内
菟田野選挙区　菟田野地域
事務所内
榛原選挙区　宇陀市役所内
室生選挙区　室生振興セン
ター内
※いずれも、7月3日b～8日
gの午前8時30分～午後8時
Y総務課

●中央図書館
どなたでも自由に参加して

ください。場所はすべて、お
はなしの部屋（図書館内）です。
■おはなし会
★すくすくひろば（0～3才）
6月13日c、27日c

1午前10時30分～11時
2午前11時15分～11時45分
※2回とも同じ内容です。
★ちゅーりっぷひろば（3才
～）
6月14日d、28日d

午後2時45分～3時15分
★たんぽぽひろば（6才～）
6月14日d、28日d

午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
6月10日g、24日g

午前10時30分～11時（3～5才）
午前11時15分～11時45分（6
～12才）
■えいが会
6月17日g 午前11時～
内容「じてんしゃにのるひと
まねこざる」
Y市立中央図書館（182-4749）

（市榛原総合センター1階）
榛原区萩原2610-1 
◎6月休館日　
5・12・19・26日

●大宇陀図書館
■おはなし会
6月17日g午前10時30分～
場所　2階セミナー室
対象　2才から小学校低学年
とその保護者
内容　○おはなし「ねずみの
すもう」 ○パネルシアター
「きつねのつねた」 ○カレ
ンダーをつくろう！
■えいが会

6月24日g

午前の部　午前10時～
午後の部　午後2時～
場所　1階研修室
対象　2才から小学校低学年
とその保護者
内容　○きかんしゃトーマス
「トーマスのしっぱい」他
○バックス・バニーのブンブ
ンランド1

Y市立大宇陀図書館
（市文化会館2階）
大宇陀区拾生871（183-0977）
◎6月休館日
7・13・14・21・27・28日

話 題 の 新 刊 図 書
【絵本】

■「とんでったらあふりか」
羽仁　進さく・え
片耳のないかわいいネコに遭っ
た。遊んでいたらぼくの水筒をと
って逃げた。あわてて追いかけた
ら、いつのまにかぼくは飛んでいたー。映画
監督・羽仁進が、動物世界の知られざる自由
で不思議な生のあり方を描く絵本。

【児童よみもの】
■「ハコの牧場」
北村恵理著・金井田英津子え
見えない風や動かぬ沼にさまざま
な色と音があるように、人間と動
物たちとの石狩平野の大きな自然
が織りなす牧場の生活は、毎日が小さなドラ
マの連続だったー。沼のほとりの牧場に暮ら
す少女ハコの2年間の物語。

【小説】
■「いつもの朝に」
今邑　彩著
容姿端麗、成績優秀、スポーツ万
能の兄と、何をやらせても落ちこ
ぼれの弟。顔のない少年の絵、い
びつな兄弟、30年前の淒惨な事件･･･。全てを
覆しうる、出生の秘密。本当のユダは誰だ？
現在を生きるカインとアベルの物語。

【教育･学校】
■「ヤンキー先生の子供がわか
らない親たちへ」 義家弘介著
毎朝、子供と食卓を囲んでいます
か？子供のイジメに気づいたと
き、親として何をしますか？悩め
る子供と親を見続けてきたヤンキー先生が初
めて語る「親論」。子供を守るために「親にし
かできないこと」がある！

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

有料広告募集
広報「うだ」･市ホームページ

に、有料広告の掲載を希望する
企業などを募集しています。申
し込みをお待ちしています。
■広報「うだ」
掲載場所 各号の市が指定する
位置　広告の大きさ 縦38a×

横56a（1区画）掲載期間 2カ
月（年度内に限り3カ月以上可）
料金 月1万円（1区画）
■市ホームページ
掲載場所 トップページの市が
指定する位置　規格 縦55ピク
セル×横110ピクセル（1枠）※
12キロバイト以内でGIF形式と

します。また、バナー広告とし
ます。 掲載期間 1カ月（最
大6カ月連続可）料金 月1万5
千円（広告主が市外の場合、2
万円）
申し込み・問い合わせ 秘書広
報課
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

- ご利用ください -
広報「うだ」設置場所
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館（水曜日、第2･4
火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター（第
2･4日曜日、祝日）
◎菟田野公民館（日･月曜日）

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（月曜日･祝
日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎農林会館（水曜日、第2･4火曜
日、祝日）
◎たかぎふるさと館（月曜日、
第1･3･5火曜日、祝日）

◎榛原区保健センター（土･日
曜日、祝日）
◎ふれiギャラリー（火曜日）
◎市役所［1階ふるさとテラス］
（土･日曜日、祝日）
◎各地域事務所（土･日曜日、
祝日）

（ ）内は休館日　Y秘書広報課

■昼下がりのコンサート
豊かな自然につつまれ、木

のぬくもりのあるホール中で
のピアノ生演奏。また、季節
感あふれる、歌・トーク、そ
して地元食材を使用したお茶
やお菓子のもてなしにもご期
待ください。
日時 毎週木曜日　午後２時
～３時（第４木曜日のみ、
午後３時～４時）
参加費 ３００円（飲食代）
出演　歌とトーク（音楽の森
ふれあい館　荒井敦子館
長）、ピアノ演奏（音楽の
森スタッフ　福家明世・大

●室生区上笠間４４４‐１
（1９７‐２２１５）
開館時間 午前９時～午後５時
休館日 毎週月・火曜日

山理穂）
協力 たんぽぽの会

■森の音楽喫茶 夏の訪れ
～大正琴のサウンドにのせて～
今月の「森の音楽喫茶」は、
ゲストに大正琴アンサンブ
ル・ウイングをお迎えして開
催します。蒸し暑い梅雨、こ
の季節にぴったりのさわやか
な歌声とピアノ演奏、そして
４種の大正琴による、クラッ
シックからジャズ、ポップス
などあらゆるレパートリーを
有した大正琴のイメージを超
えた演奏をお楽しみくださ
い。また、地元食材を使用し
た手づくりの朝食にもご期待
ください。
日時 ６月11日（日）
午前10時30分～正午
参加費 ６００円（朝食代）
定員 限定50人（予約販売）
出演 ▽荒井敦子館長▽福家

明世さん、古河幸子さん
協力 たんぽぽの会
※7月は、8日（土）の開催です。
予約は6月の喫茶終了後に受
け付けます。

■音楽の森ギャラリー「室生
の四季」開催
音楽の森ふれあい館ホール

にて、室生の四季を写した写
真展を開催します。写真撮影
は、松平雅之氏。昭和53年よ
り室生寺にお勤めし、誰より
も室生寺を愛し、松平さんし
か撮れない、四季折々の室生
寺の風景をお楽しみください。
日時 ６月８日（木）～６月30
日（金）午前９時～午後５
時
入館 無料
◎問い合わせ 「音楽の森」
または室生地域事務所アート
アルカディア推進室（1 92‐
２００１）
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■「写真・絵画・俳句・短歌」
作品募集～宇陀をテーマに
～
文化会館では、宇陀をテ

ーマにした写真・絵画・俳
句・短歌の作品を次のとお
り募集し、9月から12月にか
けて順次展示します。
応募方法
○写真・絵画は一人一点と
し、サイズは写真が半切、
絵画は30号までの大きさ
○俳句・短歌は一人一句と
し、色紙に限る
応募期間 写真・俳句・短
歌は8月20日aまでに、絵画
は10月8日aまでに文化会館
へ搬入してください。

展示場所 文化会館展示ホール
展示期間
【写真展】 9月10日a～10月
15日aまで
【絵画展】 10月22日a～12
月3日aまで　
【俳句＆スケッチ展】 10月
20日f～12月10日aまで
※応募された俳句・短歌にス
ケッチ画を添えて展示しま
すが、スケッチをしていた

だける方を募っています。
■手作り作品展
趣味やアイデアを生かした
手作りのユニークな作品を
展示しています。（※2回目
の展示作品を募集していま
す。）
展示期間
15月20日g～6月18日a

26月25日a～7月24日b

月
11

23

25

日
日

金

日

催し物の案内
ビクター歌謡山本教室
「歌謡・舞踊の祭典」
大宇陀中学校修学旅行
発表会・進路説明会
イ ン ナ ー ト リ ッ プ
研 修 会

主催者
ビクター歌謡音楽研究
会 ／ 講 師 山 本 好 文
大 宇 陀 中 学 校
大宇陀中学校育友会

イ ン ナ ー ト リ ッ プ

時間
午 前 9 時 ～ 午 後 6 時

午 後 2 時 ～ 4 時

午前9時～午後4時30分

対象
一 般
（無料）

生徒・教職
員・保護者

関 係 者

6月のかぎろひホール催し（5月2日現在）

大宇陀区拾生８７１

1８３－０９７７



●ー国民年金ー7月より多段
階免除制度がはじまります
国民年金には、経済的な理

由等で保険料を納めることが
困難な場合には、申請により
保険料の納付が免除される制
度があります（所得審査あり）。
今年7月から、保険料を納

付しやすい環境とするため、
従来からの「全額免除」及び
「1／2納付（半額免除）」に加

大宇陀区下中 

えて、下表のとおり「３／4
納付（1／4免除）」および
「1／4納付（3／4免除）」が追
加され、4段階となります。
承認期間 7月から翌年の6月
まで
申請・問い合わせ先 市民生
活課・各地域事務所の国民年
金担当窓口、又は最寄りの社
会保険事務所まで

年金を受ける資格期間に
は

3／4
納付

1／2
納付

1／4
納付 保険料未納

算入されます 算入されません

3分の1
で計算

3分の2
で計算

2分の1
で計算 計算されません6分の5

で計算

保険料納付済期間と同じ扱いです
年金を受給でき
ない場合あり

10年以内なら納めることができます 2年以内

保険料を納めた場合と比
べて年金額は

障害・遺族基礎年金を受
けるとき

後から保険料を納付する
場合（追納）

全額
免除

※【3／4納付】【1／2納付】【1／4納付】の承認を受けた場合、その保険料（納めるべき保
険料）を納付しないと、保険料未納期間となります。

※30歳未満の方は、若年者納付猶予制度も申請することができます。
※追納する場合の保険料額は、猶予等を受けた年度から起算して、3年度目以降に追納する
場合は、承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた額が上乗せされます。

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日（午前
8時30分～正午）、証明発行業務を市民生活
課で行っています。 
6月は10日と24日です。 
※住民基本台帳ネットワークシステム関連業
務（住民基本台帳カードの交付申請・他市町
村の住民票の発行）は行うことができません。 

スポーツ大会の結果
大宇陀区ＳＴ（ソフトテニス）クラブ
「奈良ＵＳＪ（宇陀ソフトテニスジュ
ニア）」
●全国小学生ソフトテニス大会
（３月30日～31日開催　千葉県白子町）
【女子個人５年生以下の部】
５位　中山真衣（４年）・西本小雪
（５年）組
【女子個人４年生以下の部】
17位　大森優理（４年）・西岡真里
華（３年）組　

国民年金に任意加入してい
なかったことにより、障害基
礎年金等の受給権を有してい
ない障害者の人に対して、国
民年金制度の発展過程におい
て生じた特別な事情をふま
え、福祉的措置として「特別
障害給付金制度」が創設され、
特別障害給付金請求書の受付
が平成17年4月より市町村役
場で開始されています。
この給付金は、請求を受付

した翌月分から支給されます
ので、なるべく早く請求書を
提出してください。
なお、必要な書類が整わな

い場合であっても、請求書の
受付を行っていますので、早
急に受付を行ってください。
（不足書類は後日提出してください）

対象者　国民年金の任意加入
の対象とされていた人で
1昭和61年3月以前に被用者
年金制度に加入（または受給等）
されていた人の配偶者
2平成3年3月以前の学生
であって、当時、任意加入し
ていなかった期間内に障害の
原因となった病気やけがの初
診があり、現在、障害基礎年
金の1級または2級相当の障害
の状態にある方が対象となり
ます。なお、障害基礎年金や
障害厚生年金、障害共済年金
などを受給することができる
人は対象となりません。
支給額　右表のとおり

◆ご注意◆○ご本人の所得が
一定以上であるときは、支給

手続きはお済みですか？
特別障害給付金の請求はお早めに！

額が半額又は全額停止される
場合があります。
○老齢年金、遺族年金、労災
補償等を受給されている場合
には、その受給額分を差し引
いた額が支給されます。（そ
の受給額が特別障害給付金の
額を上回る場合は、特別障害
給付金は支給されません。）
○経過的福祉手当を受給され
ている人が、特別障害給付金
の支給を受けた場合は、経過
的福祉手当は失権します。
Y市民生活課又は最寄りの社
会保険事務所まで

大宇陀中学校ソフトテニス部
●県中学校春季大会（大宇陀中学
校） （４月29日～開催　明日香村）
【女子個人の部】
準優勝　佐々岡瑞甫（１年）・吉田
優佳（１年）組
【男子個人の部】
３位　中村猛（３年）・岡部有真
（３年）組
【男子個人の部】
９位　太田和也（２年）・中山稔也
（２年）組
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●市税等の口座振替で全納で
申し込みの皆さんへ
市税等の納付を全納の口座

振替で申し込みされている人
（軽自動車税を除く）で口座
振替ができなかった場合、第
2期目分から自動的に期別で
の口座振替になります。その
場合、第１期分だけは後日送
付の納付書により金融機関等
で納めていただくことになり
ますので、ご了承ください
（口座振替はできません）。
なお、翌年度は自動的に全

納に戻しますので、納付方法
の変更手続きは不要です。
Q固定資産税を全納で申し
込みしていたが、5月31日の
口座振替日（全期・第１期）
に残高不足のため振替ができ
なかった。
A第1期分は郵送される納付
書にて各金融機関等で納付し
てください。第2期から第4期
分は各期ごとに期別の金額で
の口座振替となります。
Y収納課・税務課

●宇陀市介護相談員を紹介し
ます
国が主催する介護相談員養

成研修を終了された次の8名
の方を、宇陀市介護相談員と
して委嘱しました。相談員の
皆さまには、市内の介護サー

【Y】マークと課名のみの場
合は、裏表紙のダイヤルイ
ンで電話番号をご確認くだ
さい。
また、市外局番のない電

話番号は、０７４５局です。

ビス提供の場を訪れ、介護サ
ービス利用者の声を直接聞
き、サービス利用者の不安や
疑問を解消し事業者との橋渡
し役として活動していただき
ます。（順不同・敬称略）

●児童手当等の受給者は６月
中に現況届の提出を
現在、児童手当等を受けて

いる人は、6月中に現況届を
提出してください。
これは、毎年6月1日現在の

状況を記載し、引き続き受け
る要件があるかどうかを確認
するために提出していただき
ます。提出されないと、資
格があっても6月分以降の
手当が受けられなくなりま
す。
また、昨年度所得オーバ

ーで受給できなかった人も、
所得額や扶養人数の変動で、
受給できる場合がありますの
で、再度認定請求を行ってく
ださい。
持ち物 1現況届、2印かん、
3請求者の健康保険被保険者
証などの写し（厚生年金・各
種共済組合に加入している人
のみ）、4 平成18年度児童
手当用所得証明（平成18年1
月2日以降の転入者のみ）
問合せ先・提出先 市民福祉
課又は各地域事務所児童手当
係
※公務員は勤務先で手続きを
行ってください。

トリミ眼科 
日本眼科学会認定　眼科専門医 

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　各種コンタクトレンズ処方 

診
療
科
目 

AM9:00～12:00

PM3:00～  6:00

http://www.eonet.ne.jp/ torimi/

月 

◎ 

火 

◎ 
△ 

水 

◎ 
◎ 

木 

◎ 
◎ 

金 

◎
◎ 

土 

◎ 
日祝 

／ 
／ 

 診療時間 

◎ 
／ 

近鉄大阪線 

宇陀市立病院 
南都銀行 新町局 

北口 

南口 
榛原駅

 

トリミ眼科 
（鳥見保険の横） ★ 

～  

橋口　倫子
榛原区ひのき坂2-2-15

182-6172

西村　道代
榛原区下井足1933-9

182-0280

尾上　リン
榛原区天満台東3-5-5

182-3956

仲島　正壹
榛原区池上216-2

182-1237

藤本　功
榛原区高井452
182-3130

大友　明
榛原区天満台西2-2-14

182-4616

芝根　喜美恵
榛原区天満台西4-21-11

182-4671

山下　正一
榛原区あかね台1-2-16

182-2259

●税の証明発行業務
平成18年度所得に関わる証

明書（所得証明、非課税証明、
課税証明）は、6月12日bか
らの発行となります。
Y収納課・税務課

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

（1８３‐４１２６） 
市民割引カード（左下）をご利用いただくと、 
大人７００円を５００円に、小人３５０円を２５０円に割引 
きさせていただきます。 
営業時間：午前１０時～午後９時（毎月第２水曜日休館） 
【入館の諸注意】 
　・入れ墨・泥酔されている方のご入浴はお断りします。
　・館内での事故・盗難に関しては一切責任を負えませ 
　　んのでご了承ください。 
　・高血圧・心臓病・動脈硬化・体調の悪い方は医師の 
　　指示を受けてください。 
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企画総務課  
土木建設課  
維持管理課  
農林商工課  

82-5864  
82-5950  
82-5961  
82-5949

■ダイヤルイン番号 
榛原地域事務所 宇陀市役所 

◆表紙「うだ」の字は、前田市長の直筆です。 

垂
仁
天
皇
の
御
代
、
皇
女
倭
姫
命

が
天
照
大
神
を
ま
つ
っ
た
宇
多
の
秋

志
野
（
阿
紀
）
宮
が
社
の
起
こ
り
と

い
わ
れ
、
阿
紀
神
社
は
い
に
し
え
よ

り
大
和
朝
廷
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た

も
の
と
い
う
古
く
に
遡
る
伝
承
を
持

っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
阿
紀
神
社
は
、

杉
木
立
に
お
お
わ
れ
た
幽
玄
で
神
秘

的
な
境
内
に
は
神
明
造
り
の
本
殿
が

た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

境
内
に
残
る
能
舞
台
で
は
、
寛
文
年

間
か
ら
大
正
時
代
の
頃
ま
で
能
楽
興

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

平
成
４
年
に
、
旧
大
宇
陀
町
50
周
年

事
業
の
一
環
と
し
て
、
奈
良
浦
声
会

ほ
せ
い
か
い

の
大
宇
陀
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
「
あ
き
の
薪
能
保
存
会
」
が
結
成

さ
れ
、
70
年
ぶ
り
に
こ
の
由
緒
あ
る

能
舞
台
で
薪
能
と
し
て
再
開
し
ま
し

た
。平

成
７
年
に
は
、「
あ
き
の
螢
能
」

と
名
前
を
変
え
、
全
国
各
地
か
ら
毎

年
６
月
の
こ
の
日
を
楽
し
み
に
多
く

の
方
が
観
覧
に
来
ら
れ
ま
す
。

篝
火

か
が
り
び

に
浮
か
ぶ
舞
台
で
能
が
舞
わ

れ
、
終
盤
に
な
っ
て
照
明
が
落
と
さ

れ
た
瞬
間
、
数
百
の
螢
が
放
た
れ
る

と
ま
さ
に
夢
幻
の
世
界
に
人
々
の
心

を
魅
了
し
ま
す
。

６
月
17
日
（
土
）
に
は
、
第
14
回

「
あ
き
の
螢
能
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

至吉野

道の駅「宇陀路大宇陀」

宇陀土木事務所

至榛原区・室生区

至
菟
田
野
区

大宇陀体育館

大宇陀地域事務所

阿紀神社

第
５
回
　
大
宇
陀
区

「
阿
紀
神
社

」
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